
 
 

 
 

「次期相模原市総合計画推進プログラム」策定に向けた 

意見募集の実施結果について 

 

１ 概要 

  本市は、「未来へつなぐ さがみはらプラン 相模原市総合計画」基本計画を戦略的かつ効

率的に推進するため、「相模原市総合計画推進プログラム（以下「推進プログラム」という。）」

を令和６年３月に策定しました。 

推進プログラムは、社会経済情勢の変化等に対応するため、毎年度更新することとしてい

ますが、更新に当たっての市民意見の反映のため、パブリックコメントに準じた意見募集を

行いました。その結果、５２人の方からご意見をいただきましたので、市の対応状況や考え

方について、次のとおり公表します。 

 ※ご意見の対象取組ごとに細分化して市の考え方を示しているため、実際の意見数よりも多 

くの件数（１２１件）となっています。 

 

２ 意見募集の概要 

 ・募集期間  令和６年４月１５日（月）～令和６年５月３１日（金） 

 ・募集方法  直接持参、郵送、ファクス、電子メール、Logo フォーム 

 ・周知方法  市ホームページ、市SNS、広報さがみはら、窓口への配架 など 

  ※ 資料の配架場所 

政策課、各行政資料コーナー、各まちづくりセンター（城山、橋本、本庁６地区まち

づくりセンター、大野南を除く）、各出張所、各公民館（沢井公民館を除く）、各図書館、

公文書館 

 

３ 結果 

（１）意見の提出方法 

   

 

 

 

 

 

 

 

意見数 ５２人 

内 

訳 

直接持参 １人 

郵送 人 

ファクス 人 

電子メール  ２人 

Logo フォーム ４９人 



 
 

 

（２）意見に対する本市の考え方の区分 

    ア：推進プログラム（令和７年度～９年度）に意見を反映したもの 

    イ：今後の参考とするもの 

    ウ：その他（今回の意見募集の趣旨・範囲と異なる意見など） 

 

（３）件数と本市の考え方の区分 

   

項目 件数 
市の考え方の区分 

ア イ ウ 

① 推進プログラム全般に関すること 2 0 2 0 

② 重点テーマ「少子化対策」に関すること 20 12 8 0 

③ 重点テーマ「雇用促進対策」に関すること 5 1 2 2 

④ 重点テーマ「中山間地域対策」に関すること 11 2 9 0 

⑤ 
目指すまちの姿Ⅰ「夢と希望を持って成長できるまち」 

に関すること 
20 6 12 2 

⑥ 
目指すまちの姿Ⅱ「笑顔で健やかに暮らせるまち」 

に関すること 
11 2 9 0 

⑦ 
目指すまちの姿Ⅲ「安全で安心な暮らし暮らしやすいまち」

に関すること 
8 1 7 0 

⑧ 
目指すまちの姿Ⅳ「活力が交流と新たな価値や魅力を創造するまち」

に関すること 
32 5 26 1 

⑨ 
目指すまちの姿Ⅴ「人と自然が共生するまち」 

に関すること 
4 1 2 1 

⑩ 
目指すまちの姿Ⅵ「多様な主体との連携・協働により持続的に発展するまち」

に関すること 
8 4 4 0 

合 計 121 34 81 6 

 



 
 

（４）意見の内容及びご意見に対する本市の考え方 

 ※区分が「ア」としたものは、推進プログラム（令和７年度～９年度）において意見を反 

映させた事業を記載しています（カッコ内は推進プログラム掲載ページ）。 

 

推進プログラム全般についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考

え方」 

区

分 

１ 

 

・目標の定まっていない項目が多く、前年

度までの評価として、終結の一端が見えない。 

・各項目の次の目標（テーマ）が「『あるべ

き姿』がどこに向かっていくのか？」が、は

っきりとしない（不明瞭） 

→各ステークホルダーをクリアしていく方

法として、プロジェクトマネジメント規格

「JMAQA  JIS Q９００１（最新板）」を採用

することを提案する。 

【内容】 

項目終結の一旦がみえないものは、次の目

標項目に行こうしてもその要求事項を完了す

ることができない状態に陥る可能性が高いと

考える。（コスト問題／人員不足 等） 

この「推進プログラム」を１つの大きなプ

ロジェクトとして大枠のフレーム（構成）と

してのプロジェクトマネジメントを実施しな

がら各ステークホルダーをクリア（消化）し

ていくもの。具体的には、各項目ごとに「進

捗管理運用フロー」（作業流れ図）を作成し、

インプット・ツール／技法・アウトプットを

明確にした計画によって、政策を進めていく

方法です。（PDCA サイクル） 

採用するツールは、要求事項に汎用性があ

り形態・規模などあらゆる組織に適応できる

規格「JMAQA JIS Q9001（最新版）及び ISO14001

（環境対応）」をベースとします。また、苦情

対応マネジメントシステムとしては、

「 ISO10002 （組織における苦情対応）」

「ISO26000（社会的責任に関する対応）」「ISO

／IEC ガイド 71（高齢者及び障がい者に関す

る対応）」など、項目の要求事項に対して組織

横断的に対応していくものです。 

相模原市総合計画推進プログラム

については、総合計画基本計画の数

値目標による進行管理を踏まえ、毎

年度見直しながら、次年度における

予算編成や組織・定数編成を行い、

総合計画に定める将来像の実現に向

け、施策の推進を図っています。い

ただいた意見も参考にしながら、効

果的・効率的な計画の推進を図って

いきます。 

イ 



 
 

 

市政・政策面からみて期待される効果：コ

スト／要求事項／具現化されたあるべき姿 

１．EV（Earned Valuue)アーンド・バリュ

ーマネジメントによる効果 

項目に係わるコストの予測と実績が明確に

なり、計画当初の予算枠からの差分が把握し

やすくなる。 

２．統合・変更管理による効果 

各要求事項の変更に対応し、変化するもの

への是正処置、予防処置をとりながら、ベー

スとなっているマネジメント（計画）の有効

性を継続的に確認・改善していけるようにな

ります。 

（具現化されたあるべき姿） 

この変更管理マネジメントの方法と変更要

求の実行方法を文書化した手順書（運用フロ

ー）があれば、変更／問題が起こったときに

過去の原因と結果の分析を生かし、次のパフ

ォーマンス（工程）でコストの予測と実績の

差分が小さくなり、結果的に完了時予測コス

トが見積もりやすくなります。 

まとめ：提案したマネジメントシステムが

「推進力」となり、他の計画書「相模原市一

般廃棄物処理基本計画」、「相模原市消費生活

基本計画」および、それ一つで単独の基本計

画を持つ「相模原市地域防災基本計画」へ展

開され総合的・横断的な計画と『あるべき姿』

の政策を実行して欲しいと考えます。 

２ 全体的に総花的なので選択と集中で行うべ

きだと考えます。 

冷たい話ですが生産性のない高齢者や施設

に予算を振る余裕は相模原市にありません。 

何をするかではなく、何をしないか。を考

えた方が良いと思います。 

相模原市総合計画推進プログラム

については、目指す将来像の実現に

向けて特に必要となるものを政策的

基幹事業として精選しています。政

策的基幹事業は毎年度の推進プログ

ラムの策定に合わせ、事業の進捗を

管理しながら見直し等を図っていま

す。 

いただいた意見も参考にしなが

ら、効果的・効率的な計画の推進を

図っていきます。 

イ 



 
 

 

重点テーマ「少子化対策」についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考

え方」 

区

分 

３ 

 

就労のことを考えると、安心して子供を産み

育てられるのか心配になります。学童が 3 年生

までのため、その後はどうなってしまうのか不

安なため、もう少し上の学年まで学童の利用が

できるようになってほしい。 

・中山間地域対策事業 

放課後児童健全育成事業（Ｐ１６） 

ア 

４ 共働きでも安心して子育てできるようにし

てほしい。 

・子ども若者健全育成支援事業 

（Ｐ２７） 

・待機児童対策に関する事業 

（Ｐ２６） 

ア 

５ 学童施設を増やしてほしい。 ・子ども若者健全育成支援事業 

（Ｐ２７） 

・待機児童対策に関する事業 

（Ｐ２６） 

ア 

６ 中学校も完全給食にしてほしい。 ・学校給食推進事業（Ｐ２９） ア 

７ 子育て関連施設（子どもセンターのような施

設）をもっと使いやすくしてほしい。 

子どもたちが安全・安心に過ごせ

る居場所づくりについて、引き続き、

検討してまいります。 

イ 

８ 電子的な連絡網システムを導入してほしい。 学校と保護者との電子的な連絡機

能をもつ「まなびポケット」を令和

６年度に全校に導入しました。当該

機能について、現時点では、各校に

おいて実態に応じて利用有無を判断

することとしています。 

イ 

９ 

 

子どもの施設の無料化は取り組んで頂けて

とてもありがたい一方で、現状のやり方では市

外の方の小学生も無料で使用できてしまうの

ではと感じます。身分証の掲示等しているとこ

ろもあるようですが、徹底もしくは対策をして

頂きたいと思います。 

無料となる方の本人確認につきま

しては、券売機等の区分で確認する

こととしており、必要に応じて、口

頭で年齢や学校名等を確認すること

としています。 

 今回いただいたご意見につきまし

ては、無料化対象施設や庁内関係部

署において共有させていただくとと

もに、今後も多くの子育て世帯の皆

様が安心して施設をご利用いただけ

るよう努めてまいります。 

イ 

１０ 小学校給食の無償化、上 2 人が小学生以上に

なっても 3 人目以降の保育料無償化は是非取

・子育て支援事業（Ｐ２５） 

 

ア 



 
 

り組んでもらいたいことです。 

というのも東京都では既に導入済みだから

です。財源の違いはあるのかもしれませんが、

神奈川県、相模原市なら実現できるのではない

でしょうか？前年度の予算も黒字と聞いてい

ます。今こそ、こうした導入をし子育てのしや

すい相模原市を作られると良いのではと感じ

ます。厚木市も子育てに向けて取り組まれてい

る結果、転入が多くなっているようなので。 

※保育料減免について、市独自での

軽減措置を実施しておりますが、さ

らなる拡大については、財政負担が

大きく、自治体単位では実現が困難

な状況です。 

このため、国に対し、少子化対策

として減免制度を統一的に拡大する

よう、要望しています。 

１１ 若者の誘致のためには、子育て世代以外の若

者などにも都心へのアクセスの良さなどを売

りにした PR が必要と考える。 

・シティプロモーション推進事業 

（Ｐ９０） 

ア 

１２ なかなか子供が授かれず、不妊治療のクリニ

ックへ通っています。 

保険適用になったとはいえ、多額の出費が発

生することには変わりなく、先進医療や体外受

精、顕微授精への支援も検討いただきたいで

す。 

子供を授かりたいと思いクリニックへ足を

運ばれる方は沢山いらっしゃいます。本当に欲

しいと望んでいる方への支援を希望します。 

海老名市、東京都を参考にしつつ、大都市な

らではの対応をご検討いただきたいです。 

授かりたいと思った方が、難なく授かれる環

境を整えていただくことが少子化対策への貢

献ではないでしょうか。 

保険適用により、不妊治療を受け

やすい環境が整いつつある一方で、

保険が適用されない治療を組み合わ

せ、治療費が高額となる場合がある

ことは承知をしております。子育て

支援に関する施策につきましては、

様々な手段が考えられるところです

が、限りある財源の中で、必要なニ

ーズや経費等を勘案し、まずは、学

生などの世代に対するプレコンセプ

ションケアの普及、啓発が必要であ

ると考え、取り組みを推進している

ところです。 

いただきましたご意見は、今後の

施策を検討する上での参考とさせて

いただきます。 

イ 

１３ 宇宙関連など特色のあることとの連携はよ

く、さらに発展させてほしい。 

・シビックプライド向上事業 

（Ｐ９０） 

ア 

１４ 近隣自治体の町田や八王子と比較すると、東

京都全体の施策の強さを感じ相対的に相模原

は弱いと思う。特に児童クラブへの投資や職員

増強が項目にも上がっていないので、拡充を計

画に入れてほしい。 

・子ども若者健全育成支援事業 

（Ｐ２７） 

ア 

１５ 子育て支援(補助金、育児に必要な用品の支

給など)の施策が必要と考える。 

・少子化対策事業 

 子どもの居場所づくりパッケージ

（Ｐ１０） 

 子育て世帯の負担軽減パッケージ

（Ｐ１０） 

ア 



 
 

・子育て支援事業（Ｐ２５） 

１６ 自然体験教育の拡充： 

自然体験教育プログラムを市の施策に積極

的に取り入れ、子どもたちが自然（緑区）の中

で学ぶ機会を増やすことで、心身の健康を促進

し、家族が地域に定住しやすい環境を作り出す

ことを提案します。 

地域おこし活動の市全体への展開： 

藤野地区で成功している地域おこしの取り

組み（CSA 有機農家支援、地域通貨よろづ屋の

導入など）を市全体に展開することで、他地区

でも地域密着型の経済活動を活性化させ、子育

て世帯の支援と地域コミュニティの強化を図

ります。 

文化と自然の融合した体験プログラムの推

進： 

自然とアートを組み合わせたイベントやワ

ークショップを市のイベントカレンダーに組

み込み、家族連れや若者が参加しやすいプログ

ラムを提案します。これにより、地域の魅力を

高め、多様な世代が交流する機会を創出しま

す。 

緑区の豊かな自然をはじめ、歴史、

文化などの地域資源を活用し、地域

の魅力や愛着をさらに高めるような

取組や情報発信の在り方について引

き続き検討してまいります。いただ

いた御意見は今後の参考とさせてい

ただきます。 

イ 

１７ 少子化対策実現のためにも、明石市と全く同

じ子育て支援が来月から必要だと考える。 

内容は、

（https://www.city.akashi.lg.jp/shise/koh

o/citysales/kosodate/index.html） 

こちらのページに載っている全てを同じに

して欲しい 

・少子化対策事業 

 子どもの居場所づくりパッケージ

（Ｐ１０） 

 子育て世帯の負担軽減パッケージ

（Ｐ１０） 

・子育て支援事業（Ｐ２５） 

（https://www.city.akashi.lg.jp/

shise/koho/citysales/ 

taneakashi-child.html） 

上記ページを前提としまして、本市

は「子育てするなら相模原」と選ば

れるまちになるため、これまで妊婦

健康診査の助成、こども医療費助成

の対象の拡大、理由を問わず一時的

に子どもを預かる休日一時保育の新

設、子どもの施設使用料等の無料化

などを実施してまいりました。 

 また、令和７年度は、市立小学校

ア 

https://www.city.akashi.lg.jp/shise/koh
https://www.city.akashi.lg.jp/


 
 

及び義務教育学校の１年生の学校給

食費を無償化、低所得者世帯の中学

校３年生及び義務教育学校９年生の

学習塾代等を助成を行うなど、妊娠

や子育てに係る施策の充実に取り組

んでまいります。 

１８ 少子化対策を考えるのであれば、生まれる前

から親となる人たちへの社会環境から相模原

市を変えていく必要があると考えます。 

どんなに素晴らしい少子化対策を打ち出し

ても、今の社会が子どもを授かること自体にネ

ガティブなニュースになる時代です。 

職場環境が良ければ、子どものために休暇を

取りやすいとか、現実的な視点で出産を考えら

れると思いますが、このような社会の中で出産

を考えられるのかどうか。 

子どもが生まれれば、保育所も必要だが、病

気の時にすぐに帰れる環境や職場と保育所の

距離など様々な問題も続いてきます。 

そのためには、相模原市はいつまでも都心か

ら程よいベッドタウン的な立ち位置ではなく、

物流倉庫ばかりではなく広い土地を活用して

企業の誘致、とくにテレワークに力を入れてい

るような企業を増やして、親が抱える負担を少

しでも減らせるような政策を打ち出してほし

いと思います。 

そのような企業が多くなれば、強固なインフ

ラ基盤の整備や街づくりも考えやすくなるの

ではないでしょうか。 

本市の企業誘致施策としては、STE

Ｐ50 による製造業等の立地等に対

する奨励金の交付や、ベンチャー・

スタートアップ企業進出補助金等に

よる支援など、多彩な支援メニュー

により戦略的な企業誘致を推進して

います。 

今後は、本市を取り巻く社会経済

情勢の変化を踏まえ、これまでの工

場の立地に限らず、オフィスや研究

所などの業務機能の誘致も重要であ

ると考えており、リニア駅周辺のま

ちづくりをはじめ、新たなまちづく

りと連動した多種多様な企業の誘致

に向けた制度の見直しを検討してま

いります。 

イ 

１９ 根本的な少子化対策は基本的に国が行うも

のですが、相模原市としてできることは子育て

世代を積極的に呼び込むことで市の活力を高

めることだと思います。 

これには、若い世代が移住を希望するような

魅力的な市へのアピールが必要です。 

また、障害を持つ方々や社会的に支援が必要

な層のサポートを続けることはもちろん重要

ですが、高収入世帯を惹きつけることも市の経

済力を強化する上で欠かせません。 

彼らが相模原市に引っ越し、定住する動機付

・少子化対策事業（Ｐ１０、１１） ア 



 
 

けを提供することが求められます。 

相模原市が一層発展し、多くの人々が住みた

いと思える魅力ある場所になるよう願ってお

ります。 

２０ 若者への誘致のためには、子育て世代以外の

若者などにも都心へのアクセスの良さなどを

売りにした PR が必要と考える。 

・シティプロモーション推進事業 

（Ｐ９０） 

ア 

２１ 登下校班への付き添いは保護者がやるべき

ではない。流山市のように、ステーションを用

意して、そこに民間あるいはシルバー人材セン

ターの人材が待機して連れ添うような仕組み

が必要だ。親がフルタイムで共働きだと、こう

した付き添いに負担を感じるので、相模原市に

転居したくないだろう。そもそも相模原市は横

浜や川崎と異なり都心から遠すぎるのにその

時間のせいでさらに働けないからだ。また、高

齢者か民間企業にゆだねることで雇用も生ま

れる。結果として市の中での消費も増えるはず

だ。地域と結びつきたい高齢者もいるはずなの

で、孤独感も防ぐことになり良いのではない

か。 

国において、登下校に関する対応

は、地方公共団体や地域住民のほか、

保護者などが担うべきであるとされ

ており、本市では地域や保護者等に

よる無償の見守り活動と併せて、有

償ボランティアである「学童通学安

全指導員」を通学路に配置し、登下

校中の児童を見守っています。 

 通学路の見守り活動については、

共働き世帯の増加や高齢化の進行に

よって、担い手の確保が難しくなっ

ていることから、広報さがみはらや

市ホームページ等を活用した積極的

な周知啓発に取り組むとともに、な

がら見守り活動の登録者に学童通学

安全指導員としての活動を促すな

ど、新たな担い手の確保に向けて取

り組んでいます。 

 また、いただいたご意見は今後の

国等への要望活動における参考とさ

せていただきます。 

イ 

２２ 教育の改革をしてほしい。YouTube や

Newspicks で見た動画で、広島市の取り組みで

イエナプランの導入をし、主体性や当事者意識

を育む教育をしていると聞いた。また、横浜創

英や公立の麹町中のように、宿題を減らす、ブ

ラックな校則をなくすなど取り組む校長がい

たときく。そのような取り組みでいじめや不登

校が減ったという。これに対する調査は必要だ

としても、市の公教育の質を高めることができ

れば、多くのファミリー層が安心して住むので

はないか。私は、相模原市は教育関連の不祥事

が多すぎて子育てに不安を感じている。補足す

相模原市では、子どもたちが持続

可能な未来の担い手として自分の役

割を果たし、自分らしい生き方を実

現するための力を身に着けることが

できるよう、キャリア教育を推進し

ております。また、学区の小中学校

の教員が一堂に会し、学区の特性や

児童生徒の実態に応じた教育の在り

方等について協議を行う「小中一貫

の日」を設定するなど、学びの連続

性を意識した教育活動を展開できる

よう、取り組んでおります。引き続
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ると、今相模原市には偏差値の高い私立小学校

や私立中学校や私立高校がないので、偏差値で

しか推しはかれないというのもあり、教育熱心

な層は、横浜や都内に住むことになる。このま

ま市の公教育が変わらなければ、私がこれから

子どもを産みたいとは思っているが、もし幸い

にして出産できたとしても夫と別居して違う

自治体に子どもと住み、そこにある学校に通う

ことも検討している。別途費用がかかってもそ

うしたいと思うほど、市の公教育に絶望した場

合だ。そもそも東京都の方が学校の選択が多い

にも関わらず、高校無償化や０１８などサポー

トが多すぎて大変魅力的なので、都と隣接して

いる相模原市が財政的に厳しいのならやれる

ことは公教育の質の改革で対抗することこそ

大事だ。本当は東京並みに補助をしてほしいと

思っているが。もし公教育の質を高めそれをア

ピールできれば、多くの人が子どもを育てるな

ら相模原市と、流山のように好感してくれ自然

と転入超過になる。また、そこで育った子ども

も、相模原市から大人になっても転出しないで

くれるはずだ。 

き、子どもたちが自分が住んでいる

地域への愛着や誇りを感じることが

できるよう、取り組んでまいります。 

教職員の不祥事に関しては、再発

防止に努めるため、引き続き職員へ

のコンプライアンス順守徹底を進め

ていきます。具体的な手立てとして

は、「教職員の危機管理意識を高める

研修の実施」「コンプライアンスだよ

りを通した情報提供」等を実施して

います。 

 

重点テーマ「雇用促進対策」についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考え

方」 

区

分 

２３ 現状ではハローワークオンラインのページ

も個人的にはかなり見づらいし、フォントも

読みにくいです。 

国の機関であるハローワークへお伝

えいたします。 

ウ 

２４ 緑区の自然環境を活かしたワークショップ

や地域のアートを生かしたインバウンド観光

プログラムを開発し、国際的な訪問者を引き

寄せることで、地域の国際的なプロファイル

を高め、関連する雇用機会を創出するのはど

うでしょうか。意識の高い外国人だけをター

ゲットにすることがポイント。 

夜の陣馬山を舞台に「アート×自分

との対話」をテーマとした体験型コン

テンツを造成し、その中で地元アーテ

ィストの作品を活用しているところで

す。 

ターゲットの選定等についてはいた

だいたご意見を参考とさせていただき

ます。 

緑区の自然をはじめ、歴史、文化な

どの地域資源を活用し、地域の魅力や

イ 



 
 

愛着をさらに高めるような取組や情報

発信の在り方について引き続き検討し

てまいります。 

２５ 「仕事と生活の調和(ワーク・ライフ・バラ

ンス)の推進などに取り組みます」に期待して

います。 

働く人が仕事を選ばなくてはいけなくなる

場面は、何度か経験するものと思います。結

婚、出産、親の介護、定年後市内に有力な企

業が多くあればどんなに素晴らしい事か。 

・雇用促進対策事業 

 多様な働き方促進事業（Ｐ１４） 

・仕事と家庭の両立支援事業 

（Ｐ６３） 

ア 

２６ 失業手当の申請や国民年金の加入手続き、

失業認定などがオンラインでスマートフォ

ン・ＰＣでワンストップで完結できるシステ

ムを作って欲しいです。役所に行かなければ

ならないのも手間だし、待ち時間が無駄でし

かない。役所の方、ハローワークの方が全速

力でやってくれているのは知っていますが、

そもそも足を運ばなければならない仕組みが

時代に合っていないと思います。マイナンバ

ーカードを読み取って手続き完了、くらいの

手軽さまで進めば理想的ですが、今すぐにそ

こまでは難しくともそういったオンラインで

完結できるシステムがあれば孤立感も軽減さ

れてよいのではないかと思います。現状では

ハローワークオンラインのページも個人的に

はかなり見づらいし、フォントも読みにくい

です。 

関係機関との連携強化に努めてまい

ります。 

なお、失業手当や失業認定のオンラ

インでの申請につきましては、国の機

関であるハローワークが担当している

ため、お伝えいたします。 

 

ウ 

２７ 製薬会社の研究開発拠点などを相模原駅北

口エリアの再開発の際に誘致するとよい。製

薬でなくてもよいが、業界全体で見た時の給

与水準が高い業界の本社機能あるいは研究開

発拠点の誘致に所得水準の低い人の多い工場

の誘致よりも力を入れるべきだ。例えば、有

望なのは相模原駅北口エリアがある。そうし

た会社が来れば、そのまま給与収入の高い単

身者層やファミリー層がそのまま周りに住む

ことで商業地域も活性化する。結果として市

の財政も潤う。成功例としては藤沢市が挙げ

られる。湘南アイパークの前からここに拠点

本市の企業誘致施策としては、

STEP50 による製造業等の立地等に対

する奨励金の交付や、ベンチャー・ス

タートアップ企業進出補助金等による

支援など、多彩な支援メニューにより

戦略的な企業誘致を推進しています。 

今後は、本市を取り巻く社会経済情

勢の変化を踏まえ、 

これまでの工場の立地に限らず、オフ

ィスや研究所などの業務機能の誘致も

重要であると考えており、リニア駅周

辺のまちづくりをはじめ、新たなまち

イ 



 
 

を持つことで多くの人が藤沢市に住むように

なり、結果として市の財政力は維持向上され

ているものと推察。 

づくりと連動した多種多様な企業の誘

致に向けた制度の見直しを検討してま

いります。 

 

 

重点テーマ「中山間地域対策」についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市の考

え方」 

区

分 

２８ 私の両親は８０歳台で、父は運転を止めた。そ

のため私が毎週末車でスーパーへの買い出しを

手伝っている。スーパーではタクシーで乗り付け

る高齢者の方もいる。両親はそれなりに健康だ

が、病院通いが増えた。父はあまり長い距離を歩

くことが出来ない。ある程度は車で送るが、ある

週は平日５カ所の異なる病院、クリニックへ行

き、私は音を上げた。タクシーで通うにも金銭的

にかなりツラい。もう少しコミュニティーバス網

を充実させて欲しい。加えて神奈中バスに後期高

齢者無料パスを出して欲しい。公共交通機関網を

ある程度補完しないと、高齢者他車を運転しない

人が住めなくなる。 

コミュニティバスは、交通不便地

域におけるバス路線網の補完を目

的として、導入を希望する地域住民

が主体となり、運行経路の検討等を

行っていただいた上で、収支比率や

１便あたり輸送人員等の状況を満

たす場合に導入しております。 

主に導入検討の対象となる旧相

模原市の区域では、民間バス路線が

網羅されており、新規路線の導入は

困難な状況となっています。 

しかしながら、高齢化の進行に伴

い、通院や買い物などの身近な移動

に困難を抱える方が増加傾向にあ

ることから、移動支援の目的や対象

者等について、改めて部局横断的に

検討し、地域の実情に応じた持続可

能な移動手段の検討を進めてまい

ります。 

イ 

２９ ワーケーション行ってみたいなと思いました

が、情報が少なかったのでそういうのが分かると

良いなぁと思いました。 

・中山間地域対策事業 

 ワーケーション推進事業 

（Ｐ１６） 

ア 

３０ タクシーを呼んでも来てもらえない地域での

ライドシェアについて検討して欲しい。 

交通事業者のドライバー不足が

深刻化していることから、福祉施設

や学校、企業などの車両やドライバ

ーといった交通事業者以外の地域

の輸送資源を活用するなど、ライド

シェアも含めた移動手段の確保に

ついて検討を進めてまいります。 

イ 

 



 
 

３１ サイクルツーリズムの発展のために、ToJ やオ

リンピックロードなどの PR もわかるが、ライド

イベントなどを行うことやサイクリング系サイ

トへの PRも必要なのではないかと考える。 

令和６年度に市主催のライドイ

ベントを実施しました。 

イベントの今後の実施やサイク

リング系サイトへの PR は今後の検

討課題とさせていただきます。 

イ 

３２ 都市部と繋ぐ道路の拡張、交通網の整備が必要

と考える。 

・都市計画道路等整備事業（Ｐ５６） ア 

３３ 中山間地域という名称が気になります。特色あ

る地域であることを広めていくためには、その地

域の地名を使うなどして欲しい。過疎地域だけひ

とまとめにしたような印象で、地域をより良いも

のにしていこうという感じがしない、問題児扱い

しているようだ。 

「中山間地域」については、市都

市計画マスタープランにおいて、豊

かな水とみどりの保全等に取り組

むとともに、生活に必要な機能の維

持・充実を図り、立地特性を生かし

た土地利用等により、地域の特性を

生かした魅力ある都市づくりを推

進する「うるおいといこいのゾー

ン」として位置づけています。 

イ 

３４ 津久井方面が市の財政を圧迫せずに観光地と

なるためには、今までの発想だけでは足りないの

で、相模原市以外の人や地方を創発するような企

業の発想が必要だと感じる。具体的には、外国人

富裕層に求められるようなサービスを提供でき

るかという視点が今後重要になる。日本は円安要

因が強まっていて購買力が下がるからだ。例え

ば、デスティネーションレストランなど、そこに

行く目的になるような、そこにしかないようなも

のがないと、わざわざ津久井方面までいかないと

思う。そこに行くまでに専用のリムジンだとか空

飛ぶ車などで行けるみたいな気軽さがないと今

のアクセス状況だと困難だと思う。 

外国人観光客の誘客に向けては、

近隣市等と連携し、情報発信などの

取組を行っているところです。いた

だいたご意見については、今後の取

組の参考にさせていただきます。 

イ 

３５ 多居住拠点を目指す人やワーケーションを実

施している企業向けに津久井方面などだけでな

く空き家を貸し出すサービスは良いと思う。ここ

で重要なのは、市がその建物の保有までしてしま

わないことかもしれない。メンテナンスに費用が

かかるため。住民票が移せない人もいると思うの

で、その際にはごみなどインフラ使用分の管理費

用を市が何らかの形で徴収することをすれば、津

久井方面などの人口減少を防ぎつつ、市税の増収

にもなると思う。なお、こうした観点でも、戸別

相模原市の「空き家バンク」では、

空き家への移住を検討している方

に向けて、物件の情報を公開してい

ます。今後も、空き家の利活用を促

進するため、民間企業等と連携しな

がら、空き家に関する相談対応や情

報発信の更なる充実に努めます。 

イ 



 
 

収集は必須となる。さらに、緑区は首都直下型地

震が来ても、震度４か５の地域が多いので、世田

谷区などの木密地域で火災旋風に巻き込まれそ

うな人々が安全な拠点を借りるか持つのにちょ

うど良いかもしれない。実際、２拠点居住のタス

クフォースとして、世田谷区の区議らが活動して

いるようだ。 

３６ あきる野市の実験のようにドローンや自動運

転車で配送するサービスができれば、中山間地で

も暮らしやすくなると思う。そうすれば物流拠点

の多い相模原市の利点を生かしやすいが、都市部

に住む人からすると、落下物の危険があるので補

償が必要になり、理解を得られにくいかもしれな

い。 

ドローンの活用については、神奈

川県でドローンの開発支援や実証

実験等の支援を行っております。本

市としても、神奈川県や民間企業等

との連携を一層強化し、ドローンや

自動運転等の実用化や普及に向け

た取組を推進してまいります。 

イ 

３７ 中山間地を観光地にするにしても、それを支え

る人材が必要だ。津久井方面にはまだあまりメジ

ャーな観光地がないので、大学や企業と連携する

などして、民間の資本を使って観光学科あるいは

経営学科の学生により店や施設の運営を委ね経

験を積ませる場にしても良いのではないか。こう

した取り組みは、沖縄北部テーマパークの開発に

あたって、株式会社刀が中心となり、名桜大学と

名護市が連携して観光人材を育てる等注目され

ている。こうした化学反応があれば、津久井方面

も関係人口が増えて、様々な価値観に刺激されイ

ノベーションが起きるのではないかと思う。今津

久井方面は地価が低いので、そうした取り組みを

市の方で関係大学と地元の土地所有者のマッチ

ングサポートさえすれば、若い人もチャレンジし

やすいのではないかと思う。 

令和４年度より「観光まちづくり

学部」のある國學院大學と包括連携

協定を締結しており、授業において

中山間地域の、観光資源を活かした

観光まちづくりのあり方について

連携し取り組んでいるところです。 

民間の資本を使う等の具体的な

計画はありませんが、いただいたご

意見や他自治体の事例を今後の参

考にさせていただきます。 

イ 

３８ 山間地域の PR不足が挙げられる。特に観光客

呼び込みの観点からして不利なことが多い。東京

や神奈川では車を持っていない人も多く、旅行に

出かける際に電車を利用する人も多い。これらの

人が西に日帰りなどの短期間で出かける際に、よ

く行く場所として挙げられるのが高尾山や富士

山周辺である。 

 

高尾山は相模原市から見て北にあり、富士山は

相模原市から見て西にある。つまり相模原市より

中山間地域の魅力発信について、

令和７年度に八王子市と連携し制

作したフリーペーパー「散歩の達人

八王子×相模原」の中で、高尾山か

ら陣馬山までの縦走ハイキングコ

ース、両市のおすすめグルメや観光

スポットを紹介しているところで

す。また、新たな中山間地域のコン

テンツ造成として、陣馬山ナイトウ

ォークの開発・販売に昨年度から取

イ 



 
 

東に住んでいる東京や神奈川の人が出かける際

に、目的地が相模原市の手前であったり、相模原

市を素通りされてしまうことが起きているので

ある。特に富士山周辺に行く人たちは特急列車や

高速道路を利用する人も多く、途中で相模原市に

立ち寄ってもらうことが難しい。 

 

相模原市の山間地域にはさがみ湖リゾートプ

レジャーフォレストやキャンプ場など魅力あふ

れる場所が多数存在する。これらの人が相模原市

に立ち寄ってもらえたり、また相模原市を目的と

して来てもらえるようにするためにも山間地域

の PR は重要だと考える。PR の方法としては山間

地域でのイベントの開催や私も見ている相模原

市のシティープロモーション SNS での積極的な

発信が挙げられる。 

 

 相模原市内の人では気づかない視点もあると

思うので、市外の人からの積極的な意見の募集を

行うことが重要だと考える。具体的にはワークシ

ョップの開催や SNS やイベントでの積極的な交

流が挙げられる。 

り組んでいます。 

いただいたご意見を、今後の参考

にさせていただきます。 

近隣自治体等と情報交換を行い、

相互に連携し魅力を発信する取組

により、関係・交流人口の拡大を図

ってまいります。 

 

目指すまちの姿Ⅰ：子育て・教育についてのご意見 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市

の考え方」 

区分 

３９ 就労のことを考えると、安心して子供を産み育

てられるのか心配になります。 

・子ども若者健全育成支援事業

（Ｐ２７） 

・待機児童対策に関する事業（Ｐ

２６） 

ア 

４０ 共働きでも安心して子育てできるようにして

ほしい。 

・子ども若者健全育成支援事業

（Ｐ２７） 

・待機児童対策に関する事業（Ｐ

２６） 

ア 

４１ 学童が 3年生までのため、その後はどうなって

しまうのか不安なため、もう少し上の学年まで学

童の利用ができるようになってほしい。 

・中山間地域対策事業 

 放課後児童健全育成事業（Ｐ

１６） 

ア 

４２ 待機児童対策について 

ただ、保育所を建てるのではなく、保育者の処

遇改善費をあげるだけでなく、保育所の質が求め

保育士等の配置基準につきま

しては、令和 5 年 12 月に国から

示された「こども未来戦略」に

イ 



 
 

られていると感じます。 

年々、保護者から保育所に求められることは増

えていて、負担もかなりあると思います。 

国レベルで変えてほしい事案ではありますが、

相模原市の取り組みとして 

子ども一人当たりの保育者の人数の割合負担

を軽減して欲しいと思います。 

長年この割合が変わっていないのはおかしい

ことです。 

核家族が進み、子育てと仕事の両立が大変な

方々が多い。その皺寄せが結果的に保育者に向か

ってしまっているのです。 

横浜市のように、相模原市独自での保育士基準

を作って頂けたら有り難く感じます。 

おいて、4 歳児及び 5 歳児につい

て 30 対 1から 25 対 1、1 歳児に

ついては、6対 1 から 5対 1 に見

直す方針が示されました。この

方針を受け、4 歳児及び 5 歳児に

ついては、令和 6 年 4 月から配

置基準が 25 対 1 に改善されてい

ます。また、1 歳児につきまして

は、現時点で配置基準の改善は

改善されておりませんが、国か

らは、加速化プランの期間中（3

年間）早期に改善を進める方針

が示されているとともに、令和 7

年 4 月から新たに国給付費の算

定において、5 対 1の割合等で保

育士等を配置している施設を対

象に「1 歳児配置改善加算」が適

用されることが決定していま

す。 

このように国において、配置基

準の改善を進める動きがある

中、現時点で市独自で配置基準

の改善を行うことは考えており

ませんが、引き続き、国の動向

を注視しつつ、対応を検討して

まいります。 

４３ 経済的に塾等に通えないこどものために、無償

または格安の補習塾の整備拡充が必要と考える。 

・社会的養育推進・子ども若者

生活支援事業 

（Ｐ２７） 

・子育て支援事業（Ｐ２５） 

ア 

４４ 子供が安全に遊べるエリアを増やして欲しい

ため、下磯部地区に遊具のある公園を作って欲し

い。新築戸建ても増えて、子育て世帯が増えた印

象を受けるので利用者も多いと考える。 

公園をはじめとするオープン

スペースは、子どもたちの遊び

場や市民の憩いの場などとして

大切なものであると考えてお

り、公園の配置状況や人口など、

地域の動向を勘案し、計画的な

公園配置に努めているところで

す。当該地域につきましては、

現時点では新たに土地を購入す

るなどの具体的な公園整備計画
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はない状況でございますが、引

き続き地域の状況等の把握を行

ってまいります。 

４５ 認定保育園の優先基準の中に、世帯の年収(課

税額)が低い順、というものがあるが、年収が高

い住民の方が、概して社会に貢献している可能性

が高く、大型マンションの建設等によって、所得

の高い世帯の移住、活発な消費も期待できること

から、所得の高い順に優先することを検討しては

いかがか。 

保育所等につきましては、保

育の必要性を確認する選考基準

点数の高い順に入所を決定して

います。 

この選考基準点数が同点であ

った場合に、施設の希望順位が

高い順、さらに同点であった場

合に世帯の状況等を考慮する調

整指数の高い順、この次に市区

町村住民税の低い順に優先順位

を設けています。 

保育所等の選考につきまして

は、より保育の必要性が高い方

を優先的に利用できる基準とさ

せていただきます。 

イ 

４６ 教育に関しては、学校の授業で JAXA と連携す

るなど相模原だからできる取り組みが行われて

いる点が評価できる。 

特に最近では、アメリカとのアルテミス計画で

日本人宇宙飛行士が月面着陸する取り決めがさ

れるなど宇宙に対する関心は今後高まっていく

ことが予想される。今後も JAXA と連携しながら、

児童が成長できるような機会を設けるためにも、

JAXA と深い関係を持つガラスの製造で有名なオ

ハラ株式会社と共同での出張公演など相模原の

技術力の高さを実感してもらえる機会を設けて

もらいたい。 

子供たちに相模原の魅力を伝えることで、市に

愛着を持ってもらい、それぞれが「相模原といっ

たらこれ！」と思うものを見つけてもらえるよう

な政策を行ってほしい。 

相模原市では、JAXA 職員を講

師として招き「JAXA と考える宇

宙を取り入れた授業づくり研修

講座」を実施しています。また、

「宇宙」という魅力にあふれた

素材を活用して、児童生徒の資

質・能力を育成する授業づくり

について教員が学ぶ研修をさら

に充実させていきます。 

イ 

４７ 学童（児童クラブ）の充実（職員増強など）と

民間連携・補助の実施 

・子ども若者健全育成支援事業

（Ｐ２７） 

・待機児童対策に関する事業（Ｐ

２６） 

ア 

４８ 図書館の利便性向上（駅前に出張所を作り、貸

し出しを行うなど） 

 市立図書館につきましては、

現在、淵野辺駅南口周辺地域に

イ 



 
 

分散している公共施設の集約・

複合化する施設の一つとした再

整備の中で、全市的なサービス

の検討を進めております。 

 新図書館の整備に当たりまし

ては、市民の皆さまがより良い

図書館サービスをご利用できる

よう、検討してまいります。 

４９ 学校給食の実現は必須と考える ・学校給食推進事業（Ｐ２９） ア 

５０ 医療費補助の所得制限撤廃が一時的なものに

ならないよう恒久的なものを要望したい。 

令和６年８月に高校生世代まで

対象を拡大し、中学生までの養

育者の所得制限を廃止した。今

後は限られた財源の中で持続可

能な制度としていく必要がある

ため、まずは今回の制度改正に

しっかりと取り組む。 

イ 

５１ 子育てや教育にお金がたくさん必要な時代で

す。特に 3人子供がいるのに、所得制限を少し上

回っただけで医療費も 3割負担です。将来の納税

者をたくさん育てているこども 3 人以上いる家

庭への支援には所得制限を設けないでほしいで

す。インフルエンザ予防接種や学校給食、私立高

校の授業料も無料にしてください。 

・令和６年８月に高校生世代ま

で対象を拡大し、中学生までの

養育者の所得制限を廃止した。

今後は限られた財源の中で持続

可能な制度としていく必要があ

るため、まずは今回の制度改正

にしっかりと取り組む。 

小児のインフルエンザワクチ

ンは、予防接種法で規定する定

期接種ではないことから、本市

としての助成はしておりませ

ん。 

なお、定期接種のワクチンは、

国において発症の予防効果や費

用対効果などの議論を経て決定

することから、動向を注視して

まいります。 

私立高等学校の授業料につき

ましては、国の高等学校等就学

支援金と併せて、神奈川県にお

ける学費補助金制度により、実

質的無償化になるのは一定の世

帯年収までとなっていることか

ら、現在、国会において所得制
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限撤廃の議論が行われていると

ころです。 

また、教科書代や通学費など

の授業料以外に必要となる費用

もあり、子育て世帯の負担は大

きいと認識していることから、

本市では独自の支援として、市

民税所得割非課税世帯の高校生

を対象に、授業料以外の費用を

支援する給付型奨学金事業を実

施しています。 

 いただいたご意見は今後の国

等への要望活動の参考とさせて

いただきます。 

５２ 子供の居場所を作るために、大野台公民館の有

効活用が必要だと考える。 

①毎日無償（または低額）の塾を開校→居場所

だけでなく学力向上にも繋がる 

②長期休みには、毎日の昼か夕に子供食堂また

は、持参したお弁当をみんなで食べる場所を設け

る→家で 1 人で食べるより絶対に美味しく食べ

れるし、子供食堂があれば親は弁当を作らなくて

良いので働きやすくなり、収入アップに繋がり住

民税増加に繋がる 

③図書室をもっと広くして子供達の本を増や

し、相模原市図書館と同じて無料 Wi-Fi を設置し

て欲しい→読める本が増えれば居場所にもなる

し、学力アップにも繋がる。無料 Wi-Fi があれば

タブレット学習が大野台公民館内でも可能にな

り、学力アップに繋がる。 

 

大野台公民館を高齢者の居場所だけではなく、

子供達の居場所になる様に工夫をお願いします 

親が働いていると家に友達を入れるのは禁止

で、家で一緒に遊ぶ事も出来ません 

外で遊ぶには、夏は暑すぎます 

児童館だけでは居場所は足りません 

大野台公民館をその様な子供の居場所にして

欲しいです。 

 公民館では、子どもから大人

まで幅広い世代を対象に、地域

住民が主体となって社会教育事

業を実施しております。子ども

の施設利用という観点では、本

市の公民館のなかには、学習ス

ペースを開放している館もあ

り、大野台公民館では、公民館

事務室横に学習可能なスペース

を常設し、窓口に申請いただく

ことで、学習スペースの利用者

も Wi-Fi に接続することが可能

です。また、公民館を利用する

サークル等のなかにはこども食

堂を開設する団体もあり、大野

台公民館においても開かれてお

ります。いただいたご意見につ

いては、幅広い世代の利用とい

う観点を踏まえつつ、今後の参

考とさせていただきます。 

イ 

５３ 生まれてからの支援ではなく、生まれる前から 本市では、出産前の支援とし イ 



 
 

の生活環境を含めた支援策をお願いします。 て、母子健康手帳交付時に、保

健師がすべての妊婦の方々と面

談を行い、必要に応じて、家庭

訪問などによる支援を行ってい

ます。また、妊娠 8 か月には、

出産に向けた気持ちをお伺いす

るアンケートを実施しているほ

か、出産に向けて必要な知識を

学んでいただく母親・父親教室

なども実施しており、健康管理

の面だけでなく、利用できる制

度や手続きのご案内、仕事との

両立に関することなど、出産・

子育てを見据えた相談などにも

応じているところです。引き続

き、ご意見を参考にさせていた

だきながら、安心して出産、子

育てができるよう、きめ細かな

支援に努めてまいります。  

５４ 相模原市の子育て支援と教育政策に関して、い

くつかの提案をさせていただきます。 

 

まず、子供の医療費無償化に関する現行の所得

制限について、これを撤廃することを強く提案い

たします。現在の制度では、東京の水準に比べ所

得制限が非常に低く設定されており、年収が高い

市民が恩恵を受けられない状況です。このため、

年収が高い子育て世代が他県へ移住し、結果とし

て市の収支が赤字に陥る恐れがあります。所得制

限の撤廃は、高収入世帯を市内に留め、経済的な

バランスを保つ手段となり得ます。 

 

次に、現在の高齢者支援の一部を見直し、将来

のある子供世代への支援をさらに充実させるべ

きです。未来を担う子供たちへの投資は、長期的

な市の発展につながります。 

 

教育政策については、東京に匹敵することは困

難ですが、特色を持たせることは出来ると思いま

す。例えば、英語教育を全国で最も力を入れるな

令和６年８月に高校生世代ま

で対象を拡大し、中学生までの

養育者の所得制限を廃止した。

今後は限られた財源の中で持続

可能な制度としていく必要があ

るため、まずは今回の制度改正

にしっかりと取り組みます。 

相模原市では、全小・中学校

及び義務教育学校に外国人英語

指導助手を配置し、小学校の段

階から、生きた英語に触れ、英

語を用いて進んでコミュニケー

ションを図ることができる児童

生徒の育成を目指しておりま

す。今後、英会話の練習のため、

生成ＡＩの活用についても検討

していく予定です。 

グルメに関しては、潤水都市

さがみはらフェスタにおけるラ

ーメングランプリや、さがみは

らスイーツの情報発信などの取

イ 



 
 

ど、相模原市出身の子どもたちが一定レベル以上

の英会話能力を持つことを目標にするといった

革新的な教育プログラムが考えられます。これ

は、グローバル社会で活躍することを重視する高

収入世帯にとって魅力的なポイントとなるでし

ょう。 

 

また、市内のグルメシーンの活性化も重要で

す。東京の人気店を誘致し、市内の飲食業界を盛

り上げることが、住民だけでなく観光客を惹きつ

ける一助となります。 

組を官民連携で行っているとこ

ろです。いただいたご意見を、

今後の参考にさせていただきま

す。 

 

５５ 教育関連不祥事が多すぎるのでイメージが悪

い。PTA 活動には疑問があると共に、保護者や教

師の負担が大きいため、廃止にすべき。 

№22 の見解と同様に教職員の

不祥事に関しては、再発防止に

努めるため、引き続き職員への

コンプライアンス順守徹底を進

めていきます。 

 具体的な手立てとしては、

「教職員の危機管理意識を高め

る研修の実施」「コンプライアン

スだよりを通した情報提供」な

どを実施しています。 

PTA は、公の支配に属しない社

会教育関係団体であり、運営方

針や活動内容等は各団体におい

て定められているものと承知し

ております。そのため、廃止等

についても各団体ごとに判断い

ただくものと考えております。 

ウ 

５６ 教育関係で飛び級等があれば良いのにと思っ

ている。実現できるか定かではないが、国際教育

特区というのであれば、飛び級制度や留学等国際

基準の教育に力を入れてほしい。飛び級認定でき

た子どもは市で１年間など国際交流のある都市

の学校に留学に行ける制度を作るなど魅力があ

れば良いと思う。「トビタテ」という組織があり、

高校生が１年間留学できるよう国などから補助

金を支給できる仕組みもある。しかし、相模原市

の高校で留学にいける子どもを調べると、相模原

のロータリークラブを通じて奨学金を得て相模

原市中等教育学校の高校生が１人毎年留学にい

相模原市国際教育特区は、民

間企業の意欲やノウハウを活用

して、外国人教師等が英語で教

科や生活指導などを行う小学校

を株式会社が設置するという特

定の事業の実施が認められた制

度であり、特定事業以外の事業

（市内の高校生に対する留学支

援等）を実施することができる

という制度ではございません。 

新たに市立高校を設立し、ご

提案いただいたような取組を行
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っている程度のようだ。高校に１年在籍していな

いと通学日数が足りなくなるのではという危惧

もあるので、制度のない公立ではなく手厚いサポ

ートのある私立を目指す子どもも多いと聞く。さ

らに、LCA 小学校は相模原市民の所得水準からし

ても学費が高すぎるので、倍率も低すぎる。市民

としては他に魅力がないと、国際教育特区である

と他の市民や県民にすら認識されていないので

はないかと思う。また、相模原よりも遠い軽井沢

に教育移住した層もいるので、もっと魅力的な学

校を作るか整備してほしい。 

うことも考えられますが、少子

化の影響もあり、神奈川県にお

いて県立高校の再編・統合を進

めている中にあっては、慎重に

検討する必要があると捉えてい

ます。 

５７ 学校における特別支援教育推進のため、研修を

経た市民を教員、児童のサポーターとして各小中

学校に全校配置を行う計画を早急に進めて欲し

い。その際、サポーターをボランティアとして導

入するのではなく、市がその役割を理解し価値を

置いている証明として、対価の発生する仕事とし

てしっかりと雇用して欲しい。 

学校サポーターは、本年度か

ら有償ボランティアとして位置

付け、昨年度の小学校７校１７

名から、１３校２６名に増員し、

情緒が不安定な児童の見守り

や、離席してしまう児童への言

葉かけなどのサポートを行って

いる。今後については、更なる

拡充を目指し、より多くの方に

学校サポーターとしてご協力い

ただけるよう位置づけや処遇等

の課題の整理に努めていく。 

イ 

５８ 「小児医療費助成制度の拡充」に関し、相模原

市へ、若い世帯、高所得世帯を呼び込むために、

高校生の所得制限をなくすべきと考えます。隣接

する東京都が、すべての世帯で私立高校授業料を

実質無償としたことを考えると、所得制限額を超

える子育て世帯は、こぞって東京都に流れると思

います。さらに、子供のへの給付・助成に関して

所得制限を設けることは、憲法 14 条 1 項の法の

下の平等に反すると考えます。特に、物価が上昇

した昨今、所得制限を超える世帯であっても、生

活が楽なわけではありません。さらに、子供を私

立高校に行かせていて、子供の数が多くて、所得

制限を少し超えるぐらいの世帯であれば、私立高

等学校授業料の実質無償化の所得制限にも引っ

かかり、生活はむしろ、子供を私立高校に通わせ

る所得制限に満たない世帯よりも厳しいと思い

ます。2024 年 10 月から児童手当の所得制限もな

令和６年８月に高校生世代ま

で対象を拡大し、中学生までの

養育者の所得制限を廃止した。

今後は限られた財源の中で持続

可能な制度としていく必要があ

るため、まずは今回の制度改正

にしっかりと取り組みます。 

私立高等学校の授業料につき

ましては、国の高等学校等就学

支援金と併せて、神奈川県にお

ける学費補助金制度により、実

質的無償化になるのは一定の世

帯年収までとなっていることか

ら、現在、国会において所得制

限撤廃の議論が行われていると

ころです。 

また、教科書代や通学費など
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くなります。事務的に負担を考えても、児童手当

と条件を合わせた方がよいと思います。ぜひ、ご

再考をお願いする次第です。さらには、東京都が

すべての世帯で私立高校授業料を実質無償とし

たこと自体に対しても対抗策が必要だと考えま

す。足並みを揃えて、相模原市に住んでいたとし

ても、すべての世帯で私立高校授業料を実質無償

としないと、所得制限額を超える子育て世帯は相

模原市を選ばないと思います。 

の授業料以外に必要となる費用

もあり、子育て世帯の負担は大

きいと認識していることから、

本市では独自の支援として、市

民税所得割非課税世帯の高校生

を対象に、授業料以外の費用を

支援する給付型奨学金事業を実

施しています。 

いただいたご意見は今後の国

等への要望活動の参考とさせて

いただきます。 

 

目指すまちの姿Ⅱ：福祉・医療・共生分野 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市

の考え方」 

区分 

５９ 障害者の社会参加に、精神障害者に対する補助

金・助成の内容をしっかり考えて欲しい。 

(例えば、自動車運転免許取得費用の助成に精

神障害が除外されている。今は発達障害の人向け

の自動車教習プランも有るのに。そのように、精

神障害だからという一括りで、出来ない・必要な

いと決めつけて欲しくない。時代錯誤である。) 

自動車運転訓練費助成事業

は、技能教習に支障がある下

肢等の身体障害者を対象とし

ております。 

イ 

６０ 在宅医療を円滑に進めるため、市で他職種連携

のネットワークを構築してほしい。 

・包括的支援事業（Ｐ３６） ア 

６１ 路上喫煙者がかなり多いです。自分の住まいは

JR 相模原駅から徒歩数分圏内なのですが、コン

ビニ（ファミリーマート、ローソン、セブンイレ

ブン）やラーメン屋の脇、居酒屋の前など、路上

喫煙禁止区域でもおかまいなしに路上喫煙をし

ている人が多くいます。また、JR 相模原駅付近

の喫煙所、およびパチンコ店裏の喫煙所について

も、排煙対策が何もされていませんので、通るた

びに煙草アレルギーの自分は苦しい思いを強い

られています。また、喘息持ちの人や肺機能の弱

いお年寄りの方々も多く通る場所だと思います

し、まだ体の小さいお子さんを連れているご家族

も非常に気の毒です。禁煙区域での喫煙について

はペナルティをしっかりと課してほしいですし、

煙が外に漏れないようにしてほしいです。吸い殻

のゴミもかなり見ますし、街の景観を損ねていま

相模原駅周辺の道路につき

ましては、路上喫煙防止条例

において路上喫煙重点禁止地

区に指定していることから、

路上喫煙防止指導員が定期的

に巡回し、路上喫煙者を発見

した場合には、路上喫煙を止

めるよう、指導を行っており

ます。しかし、パチンコ店の

敷地等の民有地内の喫煙は市

では対応できませんので、ご

了承ください。 

また、駅にある喫煙所につ

きましては、路上喫煙を減少

させるとともにタバコのポイ

捨てを減らすために設置をし
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す。 ておりますが、ボックス型の

喫煙所の設置は、難しい現状

ですので、ご理解ください。 

なお、吸い殻ゴミは、主要駅

を順番に週１回程度、路上喫

煙防止指導員が巡回の際に回

収を行っております。 

６２ 私の実体験なのですが、２０２２年１２月末か

ら２０２３年１月の年末年始のとき、おそらく通

勤電車が原因で新型コロナに感染し、ひどい発熱

とのどの炎症に死にそうな思いをしました。声が

まったく出なくなり、病院も発熱している人は受

診できない、自宅療養をするしかない中、食糧配

布が電話でしか受け付けておらず、申請もとおる

かよくわからないという状況で、まるで市に見捨

てられたように感じました。LINE を通じて感染

者として情報提供、登録はしましたが、検査キッ

トの写真を送って感染が認められたのに、食事も

自分でなんとかしろというのはあまりにひどか

ったと思います。結局私はお腹が空いても何も食

べるものがなく、重たいというかもうまともに動

かない体を引きずって、ほとんど這うようにして

コンビニへ行って買ったパンでしのぎました。ま

だ 30 代なのでなんとかなりましたが、この街で

住み続けたいという気持ちはそれ以降半減しま

した。 

新型コロナウイルス感染症

の自宅療養の方に対する配食

サービスについては、感染拡

大を防止するため療養期間中

に外出する必要がないよう県

が県全域で令和2年11月 2日

から実施していましたが、令

和 4 年 8 月 1 日からは、サー

ビスの対象を経済的事情等に

より、食料品の確保に窮して

いる方のみを対象に変更され

ました。令和 4 年 9月 25 日に

発生届の対象が 65 歳の方、

入院を要する方、妊娠してい

る方、重症化リスクがある方

に限定されましたが、県は発

生届対象外の方も対象に療養

支援を受けられるよう陽性者

登録窓口を開設していまし

た。本市では、令和 3 年 12 月

10日から県の配食サービスが

届くまでの期間も食料の確保

が難しい対象者に対し、2 日

分程度の食料品等の配送を行

っていました。 

感染拡大時には、電話が通

じにくく、サービスに迅速に

つながらない状況もあったと

把握しております。今後、新

たな感染症が発生した際に

は、自宅療養期間中のサービ

スの目的、必要性や内容、連

絡方法につきましては、相模
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原市新型インフルエンザ等対

策行動計画に基づき、病気の

経過、病状の重さ、感染状況

等を踏まえ検討していくもの

と認識しています。感染者数

の大幅な拡大があった際に

は、全ての感染者の方を療養

支援のサービスの対象とする

ことは困難と考えられ、利用

できる民間サービスの情報提

供や健康危機の際の備えの周

知等も併せて検討してまいり

たいと思います。 

６３ 両親が後期高齢者となり、これから介護が大変

になってくる。何が出来るのか、広報さがみはら

からだけではわかりにくい。もう少し何とかなら

ないか。 

現在、市 HＰ及び介護保険

パンフレット等にて周知を行

っています。 

イ 

６４ 先日 75 歳以上対象という事で 5 千円、私ども

夫婦で 1万円が届きました。何のためのお金なの

か理由も意味も分かりません。 

高齢者も多い事ですし、このようなバラ蒔きは

辞め纏めて有効に使って頂きたいと思いました。 

例えば夫は初期の認知症と診断されこの先徘

徊などの心配が出て来ると予想されます。先日も

TV で認知症による行方不明者の増加が放映され

ていました。 

提案はそうした対象者に居場所のわかる機器

を（服、靴などに取り付けられる）配布出来ない

かという事です。今、各場所に設置されている防

犯カメラに対象者が通過すると反応する機器を

備えている自治体もあると聞きました。 

相模原市にも是非取り入れて欲しいと思いま

す。 

認知症のある方等の行方不

明に備える事業として、GＰS

機器を活用して居場所をご家

族に伝える「認知症高齢者・

障害者等見守り検索サービス

事業」と、事前に情報を登録

しただき協力事業者の連携に

より行方不明時の早期発見・

身元照会等を行い、希望する

方には二次元コード付見守り

シールを配布する「認知症高

齢者・障害者等 SOS ネットワ

ークシステム（見守りシール

事業含む）」があります。 

今後も引き続き認知症のあ

る方や、ご家族の支援につい

て検討してまいります。 

イ 

６５ 新生児スクリーニング検査にて軽度難聴が発

覚をして 0 歳から補聴器をつけています。軽度が

ゆえに、補助金がほぼないため、自費での購入と

なり負担が大きい。新生児スクリーニング検査の

必要性は高まり検査費用は補助がでて受ける人

が増えた。そのため、難聴に早期発見できるよう

軽度・中等度の難聴児の方

の補聴器の購入・修理につい

ては、相模原市軽度・中等度

難聴児補聴器購入費等助成事

業により助成を行っておりま

す。 
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になったが購入や療育を受けるための案内など

の補助が手薄と感じる。軽度であれ、重度であれ

購入する補聴器の価格はほとんど変わらないの

に、助成金がでるかでないかは大きな差で負担に

なる金額が変わる。ぜひ、助成金など買い替えの

タイミングでの補助金を出してもらえるように

お考えいただきたいです。 

６６ 障がい者雇用で働きたいと思っても高齢にな

ると就職するのにも一苦労です。56 歳の夫は 3

年間の就労支援サービスを受けたものの職に就

けず、B型継続支援事業所でお世話になっていま

す。 

高齢の障がい者も仕事を持ち、普通の生活が送

れるような市の支援が欲しいと考えてます。 

今年度、小学校の補助職員としてハローワーク

で障がい者の雇用を支援してくださっていたか

と思います。この施策はとてもいい事だと思いま

した。ただ、職につける人はほんの数名でしかあ

りません。 

ここで必要なのは、障がい者雇用の創出です。 

まだまだ健常者と比べると、職につくチャンス

が足りないと思っています。 

働きがいもないですし、職もないので貧困生活

に陥っています。 

こういった現状がある事を知っていただき、市

で出来る支援策があれば計画に取り入れてくだ

さい。 

・共生社会推進事業（Ｐ３７） ア 

６７ こどもの医療費について中学生までは所得制

限撤廃されましたが、高校生も含めて欲しいで

す。所得制限をこえると、歯医者も内科も 3 割負

担でこども３人いる我が家は毎月の医療費が高

いため、自分の受診控えをしないとならなくてつ

らいです。 

令和６年８月に高校生世代

まで対象を拡大し、中学生ま

での養育者の所得制限を廃止

した。今後は限られた財源の

中で持続可能な制度としてい

く必要があるため、まずは今

回の制度改正にしっかりと取

り組みます。 

イ 

６８ 子育てするなら相模原市を実現するために、明

石市と同じこども医療費の無料化（18 歳まで）

が必要と考える。 

なぜ高齢者は 1割負担なのに、同じ弱者である

子供は 3割負担なのか 

令和６年８月に高校生世代

まで対象を拡大し、中学生ま

での養育者の所得制限を廃止

した。今後は限られた財源の

中で持続可能な制度としてい
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所得制限なし、回数制限なしで無償化お願いし

ます。 

く必要があるため、まずは今

回の制度改正にしっかりと取

り組みます。 

６９ タバコの規制を強化してほしい。若年層ほどタ

バコを吸わないし、子どもに近寄らせたくないと

考えているので、そうした規制をすれば、東京で

はメジャーでも神奈川では珍しい自治体として

注目されるはず。今も喫煙所もあるが、風でたば

この煙は流れてしまうので、立川駅北口にあるよ

うなボックスのようなものをなるべく置いてほ

しい。また、マンション近くの事業所の人がガレ

ージで喫煙して迷惑だが、そういう例がたくさん

あるので規制してほしい。外に洗濯物が干せない

ため。副流煙で肺腺癌になる人が増えれば、市の

財政を圧迫するのではとも。 

望まない受動喫煙が生じる

ことのないよう、今後の受動

喫煙対策の参考とさせていた

だきます。 

市内各駅周辺の道路につき

ましては、路上喫煙防止条例

において路上喫煙禁止地区に

指定していることから、路上

喫煙防止指導員が定期的に巡

回し、路上喫煙者を発見した

場合には、路上喫煙を止める

よう、指導を行っております。

しかし、マンションの敷地等

の民有地内の喫煙は市では対

応できませんので、ご了承く

ださい。 

また、駅にある喫煙所につ

きましては、路上喫煙を減少

させるとともにタバコのポイ

捨てを減らすために設置をし

ておりますが、ボックス型の

喫煙所の設置は、難しい現状

ですので、ご理解ください。 

イ 

 

目指すまちの姿Ⅲ：安全・安心分野 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市

の考え方」 

区分 

７０ 停電で通信網が遮断された時、スマホやイ

ンターネットなども通信できなくなり全く情

報が入らなくて不安だった。停電時の市や地

域での情報伝達などに課題があると思う。 

停電により通信網が遮断さ

れた場合、避難指示等の情報

については、停電時において

もバッテリーで駆動する防災

行政用同報無線（ひばり放

送）、ラジオ（エフエムさがみ、

ＦＭ横浜）、広報車、自主防災

組織等を通じて伝達すること

としております。いただいた

ご意見も参考に今後も多様な

イ 



 
 

手段により住民に必要な情報

が伝達できるよう努めてまい

ります。 

７１ 万一の災害に備えるためにも、地域の結束

力が必要。 

私のマンションでは、自治会は組織率 10％

以下でほぼ崩壊しており、災害時には機能し

ない。 

地域住民を含め、顔見知りを増やす施策が

必要。 

地域コミニュティの活性化

について、引き続き取り組ん

でまいります。 

イ 

７２ 相模原市のよいところは、都内や横浜に通

勤が比較的しやすいところの中でも、災害リ

スクが少ないエリアが多いところなのでそれ

が魅力。特に市内の河岸段丘の上段には地盤

が固いところが多く、台地上で地下水位が低

く液状化リスクが低いので、そうした場所で

あるとまずは知ってもらうことが大事ではな

いか。確認方法は重ねるハザードマップや市

のハザードマップでできる。 

災害による本市の被害想定

については、市ＨＰなどで公

表していますが、引き続き、

必要な周知に努めてまいりま

す。 

イ 

７３ 空き家や住んでいても管理不全な住居をな

くす対策が急務と感じる。管理不全な建物は

外部不経済で、災害リスクを上昇させるだけ

でなく、地価が下落し、その周囲の衛生面や

治安も悪化させるので害悪だからだ。例えば

タウンニュースを見ていても火災が多すぎ

て、消化が間に合わず、全焼や類焼となるケ

ースが多くあり恐怖がある。昨年１２月に国

が特定空き家だけでなく、管理不全空き家の

固定資産税の増税化をしていたが、これだけ

では足りず、京都のように住民票で把握でき

ずたまにしか住んでいないほぼ空き家の空き

家税を取るように強化してほしい。そのよう

な人も市のインフラを使うからだ。同じ中央

区で今度引っ越すが、窓が割れて屋根瓦も半

分なく防水もされておらず、外壁が崩れてき

ている家が隣接しており恐怖を感じている。

そうした住居がなくなるようメンテナンス費

の補助を出すか流通しやすいように売買の際

の解体費用の補助をしてほしい。 

管理不全空家等に該当する

可能性がある空き家について

は、現地調査を行い、市の認

定基準に基づき管理不全空家

等に該当すると判断した場合

は、空き家の所有者に対して、

必要な指導を行い、改善を促

しています。 

空き家の解体費補助制度に

ついては、本市では、地域住

民の生活環境に深刻な影響を

及ぼすおそれがあり、跡地が

地域の活性化に供される空き

家の除却費用の一部を補助す

る制度がありますが、今後は、

他自治体の取組なども踏ま

え、より活用しやすい仕組み

となるよう、現行の補助制度

を見直します。 

イ 

７４ インフラへの投資をして、安心して住み続 ・土木インフラ等安全対策事 ア 



 
 

けられる街であってほしい。国土交通省の調

査で、橋や水道管などが壊れてから補修する

事後保全と予防的に補修する予防保全とでは

後者のほうが安く済ませられるとのこと。単

年度の予算しかつけられないなどの制限のせ

いで技術職の採用ができていない自治体が多

いと聞くので、少子高齢化がますます激化し

人件費が上がるのでそうした分野には重点的

に予算をとってやって欲しい。 

業（道路災害防除事業）（Ｐ４

６） 

・土木インフラ等安全対策事

業（下水道施設耐震化事業）

（Ｐ４７） 

７５ 消防車がとにかく間に合うよう働く人の確

保が大切なのと、設備にも投資してほしい。 

近年の激甚化、複雑化する

災害や増加する救急需要に対

応するため、人員確保をはじ

め、消防施設（消防署所、消

防車両・消防水利等）の整備

を進めるなど、引き続き、消

防力の強化に必要な取組を進

めてまいります。 

イ 

７６ 解体費用の補助をするなどして、壊れた空

き家や居住していても危ない家の対策を強化

してほしい。解体後に耐震等級３などの性能

の高い注文住宅や建売住宅の建設を優遇する

と、そうした住宅に置き換わるので、町の災

害リスクを減らすことができる。今、住宅取

得価格は高騰しているが、解体費の補助を出

すような自治体はまだ周辺にあまりないと思

うので、市がそうした取り組みをすれば古す

ぎて危ない住宅を減らしつつ、比較的所得の

高い層を呼び込むことができる。あるハウス

メーカーに聞いたところ解体費用は昔は１０

０万円程度だったそうだが、近年では高騰し

ており２００～３５０万円くらいするケース

も多いという。建物の所有者には建物を壊れ

たまま放置していてほかの人の所有物、生命

や身体に損害を及ぼした場合には無過失責任

がある工作物責任があることを周知してほし

い。 

管理不全空家等に該当する

可能性がある空き家について

は、現地調査を行い、市の認

定基準に基づき管理不全空家

等に該当すると判断した場合

は、空き家の所有者に対して、

必要な指導を行い、改善を促

しています。 

空き家の解体費補助制度に

ついては、本市では、地域住

民の生活環境に深刻な影響を

及ぼすおそれがあり、跡地が

地域の活性化に供される空き

家の除却費用の一部を補助す

る制度がありますが、今後は、

他自治体の取組なども踏ま

え、より活用しやすい仕組み

となるよう、現行の補助制度

を見直します。 

 また、空き家の解体費や

解体後の土地の売却価格の概

算額を無料で積算できる相模

原市版「AI による解体費用シ
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ミュレーター」や、空き家所

有者の管理責任や適切な管理

方法、相談窓口などについて、

引き続き、ホームページ、リ

ーフレット、セミナーなどを

通じて、空き家の所有者に周

知を図ります。 

７７ 家のメンテナンスを疎かにする人が多すぎ

るので、意識改革が必要だ。分譲マンション

と異なり定期的にメンテナンスを受けていな

い戸建てが多すぎると思う。例えばだが、メ

ンテナンスを定期的に受けていない築１０年

以上の戸建ては、風災保険が下りずカーポー

トや屋根の修繕ができないことがあると聞い

た。そうしたデメリットもあり、メンテナン

スは必要だ。そして、メンテナンスが定期的

にされていれば、町全体が安心して暮らせる

災害に強い町になるので、市としても町全体

のメンテナンスへの意識を改革してほしい。 

空き家所有者の管理責任や

適切な管理方法、相談窓口な

どについて、引き続き、ホー

ムページ、リーフレット、セ

ミナーなどを通じて、空き家

の所有者に周知を図ります。 

イ 

 

 

目指すまちの姿Ⅳ：まちづくり・活力分野 

７８ 相模原は駅から離れた場所に魅力的なスポ

ットがある印象です。行きたいなと思っても、

バスだったり行き方が複雑だと億劫になり諦

めてしまうこともあると思います。 

その点でレンタサイクルはありがたいです

が、少し台数が少ない印象もあります。 

本市の観光振興を図る上

で、駅から目的地までの移動

手段である、いわゆる「二次

交通」が課題と認識していま

す。いただいたご意見を、今

後の参考にさせていただきま

す。 

誰もが移動しやすい交通環

境の実現に向けては、公共交

通に関する分かりやすい情報

の提供が重要と考えておりま

すことから、商業施設や観光

施設、交通事業者等と連携し

た周知に努めてまいります。 

イ 

７９ 相模原には多彩な可能性がありますが、「そ

こに行かなければないもの」のアピールがも

っとあってもいいかもしれません。 

・シティプロモーション推進

事業（Ｐ９０） 

ア 

８０ 幹線道路の自転車レーンはとても走りやす ・自転車通行環境整備事業（Ｐ ア 



 
 

かった。 ５８）  

８１ 都内の自宅を出て南区中央区へ降りた時の

空の大きさ、山並み、空気の綺麗さは単純に

感動し癒され小さな旅行へ来た気分になりま

す。マイクロツーリズムよりももっと手軽で

小さなツーリズムの可能性もあるのではない

かと感じました。 

本市は、都心から約 1 時間

で来ることができるため、首

都圏からの誘客に向けて、ア

ウトドアや体験型コンテンツ

の磨き上げや情報発信などに

取り組んでいます。 

イ 

８２ リニアを起爆剤にした横田、厚木基地への

民間機乗り入れ交通網の整備 

横田基地、厚木基地に由来

する航空機騒音の課題がある

ため、今後の騒音状況につい

て注視していきます。 

イ 

８３ 相模原市には 映画館は橋本しか無い。 

橋本よりも都市に近い相模大野に映画館を

作って欲しい。(相模大野に無いので 映画館

に行く時は 座間か海老名、新百合ヶ丘の映

画館を利用している。) 

噂程度に聞いた話なので本当かどうかは分

からないが 伊勢丹の跡地にはマンションが

出来るらしいので 1F は商業施設(店舗)や映

画館があれば より活性化されると思う。 

本市では相模大野駅周辺に

おいて商業機能の集積に取り

組んでおりますが、映画館を

含めた店舗等の設置は企業の

判断で行われるものとなりま

す。  

伊勢丹相模原店跡地につい

ては、事業者である野村不動

産株式会社により、１階、２

階部分に商業・地域貢献施設

を配置する計画となってお

り、２階の公共歩廊に面する

広場には大型デジタルサイネ

ージを設置する計画となって

います。 

 

イ 

８４ 健康についての項目でも述べましたが、駅

前のパチンコ店やスナックには辟易していま

す。別に人の趣味を否定するつもりはありま

せんが、なぜ一等地のエリアに堂々と建って

いられるのか。子育てのしやすいまちへとか、

バリアフリーなまちへとか色々輝かしいモッ

トーを掲げていらっしゃるのに、条例がない

ことが残念です。せめて、南大沢駅や多摩セ

ンター駅付近のように、少し死角の位置にあ

るとか、落ち着いたファッションビルの地下

１階に入っているとかであれば、寂れた・荒

れた印象は防げると思います。あの大きな駅

前のパチンコ屋が、パルコだったらいいのに。

現在検討中である相模原駅

北口地区土地利用計画の策定

に向けての市民意見として参

考にさせていただきます。 

イ 



 
 

せめて、美容院やカフェ、レストランですと

か、あるいはグッズショップなど、若々しく

清潔で身綺麗な層のお客さまが多く入るお店

の複合施設だったらいいのにと何度思ったか

わかりません。 

また、橋本か淵野辺まで行かないと図書館

がないというのも残念でなりません。（清新公

民館の図書室はちょっと、小さすぎますよ

ね。） 

ほんとうに、図書館だったらいいのに・・・。

まるまる図書館でなく、八王子のサザンスカ

イタワーのような、ホール併設でもいいと思

います。南大沢のように明るくてウェルカム

な空気を相模原駅前周辺でも作れると思うの

です。せっかく、JR 相模原駅があんな天窓仕

様で明るくてさわやかなのに、駅から出ると

ほんとうに陰気で、がっかりです。あの陸橋

もタイルが非常に歩きにくいし、雨の日は水

たまりだらけになるし、陸橋のデザインも、

どうしても海老名、府中などの駅前と比べて

しまいます。ただ、雪の日に凍結対策をして

くださっていることについてはとても感謝し

ておりますよ。 

相模原の人のやさしく穏やかな雰囲気を生

かしながら、もっと気分良くお散歩したくな

るような街になってほしいです。色々と残念

でなりません。 

８５ 地域活性化のために、ローカルスポーツの

強化、インフォメーションをお願いいたしま

す。 

本市の持つ豊かな自然環境

を生かしたレガッタ大会や駅

伝・マラソン大会を開催して

おります。それらをさらに広

く周知し、大会をきっかけと

した来訪者増による地域活性

化に取り組みます。 

イ 

８６ 相模原への郷土愛とシビックプライド醸成

のために市内に 4 団体あるプロ球技チームの

活用が有効ではないか。現状では交通利便性

が悪い麻溝公園のスタジアムが試合に使用さ

れているために観客数が少ないが、相模原補

給廠跡地にスタジアムがあれば、ファンの裾

プロスポーツの迫力を身近

に体験できる環境はスポーツ

文化の振興のための重要なイ

ンフラと考えています。本市

は、４つのフットボールチー

ムをホームタウンチームとし

イ 



 
 

野は確実に広がり、観客動員増による周辺商

業地域への経済効果が活力あるまちづくりに

も有効と考える。 

て認定しており、いずれのチ

ームも相模原ギオンスタジア

ムをホームスタジアムとして

います。そのギオンスタジア

ムでは陸上競技の著名な大会

も開催されますが、開催候補

日に空きがないこともありま

す。こうしたことから、スタ

ジアム整備については、スポ

ーツ振興の在り方のひとつと

して今後も検討していきま

す。 

８７ 渋滞によるバス遅延への対策として、市道

の拡張もしくは、バス専用ルートの整備がほ

しい。 

バス遅延への対策に限らず

自動車交通の円滑化を図るた

めに、都市計画道路などの幹

線道路の整備を推進するとと

もに、交通集中地域において

は、交差点の改良事業のほか、

自動車利用の抑制に資するソ

フト的な取組である交通需要

マネジメントとして、施策検

討や社会実験等の取組を進め

ていくこととしております。 

イ 

８８ リニアが来て便利になる一方、公共交通機

関がバスしかないとか、電車の本数が少なく

不便な地域もある。早期に広域交通網の拡充

を実現して欲しい。 

広域交通網の拡充について

は、リニア中央新幹線の開通

やリニア駅周辺のまちづくり

を見据えながら、新たに生じ

る交通需要への対応に向け、

交通事業者と連携を図りなが

ら検討を進めてまいります。 

イ 

８９ 2023 年はミリオンライブ！とのコラボあり

がとうございました。地元との丁寧なコラボ、

とても嬉しかったのでぜひまた機会があれば

幸いです。 

貴重なご意見ありがとうご

ざいます。今後のコラボレー

ション企画等の参考にさせて

いただきます。 

イ 

９０ 相模原には時々遊びに行きます！ 

[Alexandros]のファンなので相模原に行く

ようになりましたが、ゆかりのあるところが

もっとあるといいなと思っています。 

自然も豊かなので休みの日に行きやすい自

然の施設があると嬉しいです！ 

貴重なご意見ありがとうご

ざいます。今後のシティプロ

モーション事業等の参考にさ

せていただきます。 

イ 



 
 

９１ 田名地区が高齢者に優しく魅力ある地域に

なるためには交通網の整備が必要です。世の

中で高齢者の運転免許返納が進められていま

すが、田名は最寄りの駅がない、バス本数が

少ない、バス停まで遠い、買い物する店が少

ない、理由で車がない生活は考えにくい。小

田急線延伸はおおいに期待してるがなかなか

実現しない。小型のバスとか工夫して田名地

区を網羅するバス路線がほしい。コストコや

ららぽーとなど人気の店ができれば便利で魅

力的になり人が集まるので新たな交通網の計

画がしやすいと思う。雇用確保もつながる。

物流倉庫ばかりでなく地元民がワクワクする

ようなアクションがほしい。畑などが多くあ

るので土地は今ならありそうです。宅地にな

ってからでは遅い。田名バスターミナルが立

派になったので地元民以外にも利用されるよ

うな周辺を整備する計画がほしい。高齢の親

には免許返納を勧めたいが車がない生活は厳

しい。橋本駅周辺などリニアで期待が高まる

場所はおのずと整備されますが、田名など離

れたところこそ便利に活性化することを考え

るべきでないかと。誰もが便利に安心で暮ら

せることを願っています。 

駅から離れるほどバスの本数が少なく交通

が不便になるのは疑問です。神奈中バスが独

占してますが他のバス会社も参入考えてほし

い。駅周辺を開発することが議論されていま

すが、是非、田名地区など不便な地域も活性

する案をお願いします。もうすぐ 80 歳になる

親に免許返納をさせるような交通網の整備を

お願いします。すごく切実です。 

田名地区は、身近な生活サ

ービスなどの機能を地域に応

じて維持・誘導し地域住民の

日常生活を支える拠点の形成

を目指しております。 

また、交通施策については、

高齢化の進行に伴う移動制約

者の増加や深刻化する交通事

業者の運転士不足等を踏ま

え、地域の実情に応じた持続

可能な移動手段の検討を進め

てまいります。 

イ 

９２ 境川活性化と安全・安心のために、全面舗

装道路にして欲しい。 

現在で鵜野森から古淵まで舗装されていな

い箇所がありまた照明もほとんどありませ

ん。ただ町田側は舗装や照明などされており

とても夜でも安心して通れ、むしろ町田と相

模原でかなりの格差が開く一方です。これか

ら夏になりますが過去にはホームレスの方、

ご指摘を受けた境川沿いの

砂利通は、相模原市道ではな

く、東京都南多摩建設事務所

が管理する河川管理通路とな

ります。 

ウ 



 
 

若い方の溜まり場になる傾向が多いです。 

とにかく安全のために舗装を優先して欲し

い。よろしくお願いします。 

９３ JR 相模原駅北口開発について、スタジアム

の設置を強く希望する。SC 相模原は J3 に低迷

しているものの、ラグビー、アメフト、女子

サッカーは 1 部リーグに所属しており、今後

も活躍が見込める。J1基準の 15,000 人程度の

規模とし、コストや周辺地域の渋滞等も考慮

し、ラグビーやアメフトにも使いやすいフィ

ールドサイズとし、市民が出掛けやすい施設

として欲しい。 

プロスポーツの迫力を身近

に体験できる環境はスポーツ

文化の振興のための重要なイ

ンフラと考えています。本市

は、４つのフットボールチー

ムをホームタウンチームとし

て認定しており、いずれのチ

ームも相模原ギオンスタジア

ムをホームスタジアムとして

います。そのギオンスタジア

ムでは陸上競技の著名な大会

も開催されますが、開催候補

日に空きがないこともありま

す。こうしたことから、スタ

ジアム整備については、スポ

ーツ振興の在り方のひとつと

して今後も検討していきま

す。 

イ 

９４ 【相模原 IC 周辺の有効利用】 

圏央道の狭山PAから厚木 PAは 60㎞ほどあ

り、外回り内回りともに休日はとくに渋滞に

巻き込まれることが多い。 

相模原IC辺りにPAがあれば便利だと思う。 

道の駅のような相模原の名産品（農作物、

卵、高座豚など）を取り扱うお店があれば市

のアピールにもなる。 

相模湖方面へキャンプに訪れる人の利用価

値もあるため、八王子 JCT を経由して中央道

を利用していた人が相模原ICから下道を通れ

ば周辺地域の活性化も見込まれるのではない

か。八王子 JCT の渋滞緩和にも繋がるだろう。 

そのような施設にキャンプサイトを作り、

災害時には市民の避難所になるよう防災公園

の機能も兼ねていたら市民としては安心で

す。小中学生には遠足等で是非訪れて欲しい。 

圏央道が開通して都心からのアクセスが良

くなったので、自然豊かな相模原へ県外の方

【相模原 IC 周辺の有効利用】 

重点テーマ３「中山間地域

対策事業」 

中山間地域への道の駅の設

置可能性調査検討事業(P17) 

ア 

「アートラボはしもと」は、

周辺にある美術大学などと連

携し、そこで学ぶ美大生や卒

業生、子どもたちや地域の

方々、商店街や企業、学校、

研究機関、市民グループなど

と協力し合いながら、さまざ

まなアート事業を展開する

“アートの活動拠点”として

位置付けています。本施設の

再整備に当たっては、アート

ラボはしもとが培った地域住

民や地元商店街などとのネッ

トワークを生かすとともに、
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がもっとたくさん訪れて欲しいです。 

 

【藤野地区】 

アートラボ橋本は個人的に不要であると感

じています。 

なぜ橋本なのか？市民ロビー相模大野やユ

ニコムプラザさがみはら、相模原駅の市民ギ

ャラリーでは足りないのか？ 

アートの活動拠点であれば藤野地区が相応

しいと思う。 

美大生等がそのまま藤野地区に移住し芸術

活動をしてくれたら、もっと素敵な街になる

だろう。 

「藤野ぐるっと陶器市」がもっと全国的に

有名な陶器市になったら、たくさんの人が訪

れるのではないか。PRが足りないと思う。 

 

【広大な土地の有効活用】 

千葉の印西市は巨大データセンター、熊本

の菊陽町は半導体の街になり好景気だそう

だ。 

「地盤が強固で地震に強い」「津波の心配が

ない」「都心からのアクセスが良好」という理

由等で好適地として選ばれたのであれば、リ

ニアの開通により都心からのアクセスがさら

によくなる相模原にもチャンスがあるのでは

ないか？ 

緑区の広大な土地を有効に活躍し、相模原

にもバブルを！ 

本市及びその周辺の美術系大

学に近接し、美大生が多く活

動し、住み、行き交う橋本駅

の周辺地域として同場所に再

整備することとしておりま

す。 

 また、藤野地区においては

「藤野ぐるっと陶器市」をは

じめとする文化芸術を生かし

た事業や催しを多く開催して

おり、本市の特色ある文化芸

術事業として市内外に積極的

に発信してまいります。 

藤野ぐるっと陶器市につき

ましては、例年約３,０００人

の来場者があり盛況なイベン

トであるが、一方で駐車場や

警備員確保が課題となってい

るため、実施団体と今後の取

組方法を検討してまいりま

す。 

本市の企業誘致施策として

は、STEP50 による製造業等の

立地等に対する奨励金の交付

や、ベンチャー・スタートア

ップ企業進出補助金等による

支援など、多彩な支援メニュ

ーにより戦略的な企業誘致を

推進しています。 

今後も、製造業の集積、ア

クセス性、良好な地盤などの

本市の強みや特性を生かした

企業誘致に取り組んでまいり

ます。 

 

９５ 相模大野駅を格とした南区地区にも投資を

行い、なにより企業誘致をして法人税による

財政再建を考えてほしい。 

本市の企業誘致施策として

は、STEP50 による製造業等の

立地等に対する奨励金の交付

や、ベンチャー・スタートア

ップ企業進出補助金等による
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支援など、多彩な支援メニュ

ーにより戦略的な企業誘致を

推進しています。 

今後は、本市を取り巻く社

会経済情勢の変化を踏まえ、

これまでの工場の立地に限ら

ず、オフィスや研究所などの

業務機能の誘致も重要である

と考えており、リニア駅周辺

のまちづくりをはじめ、新た

なまちづくりと連動した多種

多様な企業の誘致に向けた制

度の見直しを検討してまいり

ます。 

９６ 橋本駅北口のペデストリアンデッキの活用

をして、人が集まる魅力的な街作りをしたら

良いと思う。例えば、土日の朝に産地直送の

お野菜などを売るマルシェや、屋外にテーブ

ルと椅子、パラソルを置いて市民がコーヒー

を飲んだりしてくつろげる憩いの場所になる

と良い。 

緑区におきましては、地域

と連携・協働して、地域の魅

力を高めるようなまちづくり

を進めていくよう引き続き取

り組んでまいります。 

イ 

９７ 工場、倉庫と住宅が混在している地域が多

く、大型車両が通行して危険なエリアもある

ため、道路拡張、歩道整備などを進める必要

があると考える。 

・道路改良事業（Ｐ５７） ア 

９８ 相模原市緑区を自然体験とウェルビーング

の拠点として認知させる。 

住民の健康を向上させるとともに、医療費

の削減という経済的メリットももたらす可能

性があります。 

以下に、まちづくり・活力分野における具

体的な意見をまとめてみました。 

 

自然体験とウェルビーングの拠点としての

まちづくり提案 

リトリートセンターの設立: 

相模原市緑区の豊かな自然環境を活用した

リトリートセンターを設立します（空き家を

活用）。このセンターは、ストレス緩和、心身

の健康増進を目的とした各種プログラムを提

本市は、都心から約 1 時間

で豊かな自然に触れることが

できるため、アウトドアや体

験型コンテンツの磨き上げに

取り組んでいます。いただき

ましたご意見を、今後の参考

にさせていただきます。 

高齢者の主体的な取組に向

けた活動支援を実施してお

り、地域の高齢者の介護予防

活動に対する補助制度（シニ

アサポート活動、生き活シニ

アのための活動補助金事業）

や、地域活動の担い手の育成

等の支援（介護予防サポータ
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供し、国内外からの訪問者にリフレッシュの

場を提供します。 

予防医療のプログラムの充実: 

ウェルネス活動として、ヨガ、瞑想、ハイ

キングなどのプログラムを定期的に開催し、

参加者の身体的、精神的健康を促進します。

これらのプログラムは地元医療機関と連携し

て設計し、予防医療としての効果を高めるこ

とを目指します。 

エコフレンドリーな観光施策の推進: 

環境に配慮した観光施策を展開し、エコツ

ーリズムを推進します。地域の生態系を保護

しつつ、訪問者に自然との接触を通じた教育

的な体験を提供します。 

高齢者が主役の自然体験プログラムの導

入:地域の高齢者がデザインした自然体験プ

ログラムを提供し、高齢者のフレイル予防と

して活用します。これにより、高齢者の健康

維持と社会参加を促進し、健康寿命の延伸を

図ります。 

地域との連携強化: 

地元企業、NPO、教育機関との協力を深め、

地域全体での健康増進と地域活性化の取り組

みを統合し 

国際的なマーケティング戦略の展開:国内

外のマーケットを対象に、相模原市緑区の自

然とウェルビーングリゾートとしての魅力を

積極的にプロモーションします。特に、海外

からの訪問者を引きつけるために、多言語に

対応した情報提供とアクセスの向上を図りま

す。 

 

以上が、相模原市緑区をウェルビーングの

中心地として発展させるための具体的な戦略

となります。 

この取り組みは、地域住民の健康増進に寄

与し、医療費の削減、地域経済の活性化にも

繋がると考えられます。 

事業）を行っております。 

健康づくり事業の企画の際

に参考とさせていただきま

す。 

緑区の自然を活かし、地域

の魅力や愛着をさらに高める

ような取組や情報発信の在り

方について引き続き検討して

まいります。いただいた御意

見は今後の参考とさせていた

だきます。 

 

９９ 自転車を利用している（ママチャリの通勤

通学からスポーツバイクまで）人が多いが歩

・道路改良事業（Ｐ５７） 

 

ア 



 
 

道がないところ、一本通行のところも多く車

を乗る側としても、自転車を乗る側としても

危険と感じる。 

16 号線は淵野辺以東に自転車レーンがな

く、急に歩道が狭くなるのが気になります。 

※国道 16 号の管理者である

国土交通省 相武国道事務所

にご意見を伝えさせていただ

きます。 

１００ 住みやすさに特化したようなことはやめて

いただきたい。具体的に言うと JR相模原駅北

口の開発は神奈川 No. 1 のフットボールスタ

ジアムで、五輪代表が試合を開催できる規模

のものを民間主導で建設して誇りを持てるよ

うにしていただきたい。 

プロスポーツの迫力を身近

に体験できる環境はスポーツ

文化の振興のための重要なイ

ンフラと考えています。本市

は、４つのフットボールチー

ムをホームタウンチームとし

て認定しており、いずれのチ

ームも相模原ギオンスタジア

ムをホームスタジアムとして

います。そのギオンスタジア

ムでは陸上競技の著名な大会

も開催されますが、開催候補

日に空きがないこともありま

す。こうしたことから、スタ

ジアム整備については、スポ

ーツ振興の在り方のひとつと

して今後も検討していきま

す。 

イ 

１０１ 都内や横浜への通勤がなんとかできる範囲

で家賃が安いエリアとして選ばれており、自

然への魅力を感じて実住層は転入していな

い。 

貴重なご意見ありがとうご

ざいます。今後のシティプロ

モーション事業等の参考にさ

せていただきます。 

イ 

１０２ 観光地として津久井方面の魅力がなさすぎ

る。例えば、るるぶ等みても見どころがない

のか掲載がない。車で行くしかなく不便な場

所にあるため。また、津久井で検索すると事

件のイメージがあり、ファミリー層に受けが

悪い気がするため。 

本市の津久井地域には、キ

ャンプ場やレジャー・温泉施

設、体験型コンテンツの提供

など多くの観光スポットがあ

ります。本市の魅力をより多

くの方に知っていただくた

め、効果的な情報発信に努め

ていきます。 

津久井地域の魅力を高める

ような取組や情報発信の在り

方について引き続き検討して

まいります。 

イ 

１０３ JAXA が相模原にあり無料で中を見られるに 本市には、ＪＡＸＡ相模原 イ 



 
 

もかかわらず、つくば市の方が観光地として

有名であり、あまりアピールできていない。

駅からもアクセスが悪いのとあまり魅力的な

ツアーができていないと思う。 

キャンパスをはじめ、キャン

プ場やレジャー・温泉施設、

体験型コンテンツの提供など

多くの観光スポットがありま

す。本市の魅力をより多くの

方に知っていただくため、効

果的な情報発信に努めていき

ます。 

また、本市の観光振興を図

る上で、駅から目的地までの

移動手段である、いわゆる「二

次交通」が課題と認識してい

ます。いただいたご意見を、

今後の参考にさせていただき

ます。 

１０４ 混雑を生むような観光地としての発展はイ

ンフラに過度な負担をかけるので、住環境が

悪化するおそれ。例えば、鬼怒川温泉ではバ

ブルのとき巨大なホテルを建てたが、今は廃

墟になっていて居住環境だけでなく観光イメ

ージの悪化にもつながる。短期的には市の財

政が潤うかもしれないが、長期的にはそうし

た施設の維持や解体費用を自治体が払う羽目

になるなど。 

本市では、都心から約 1 時

間で来ることができることか

ら、主に首都圏からの観光客

や訪日外国人の誘客に向けて

取組を進めています。いただ

いたご意見を、今後の参考に

させていただきます。 

イ 

１０５ 自然と都市のベストミックスというのな

ら、もう少し駅に近い利便性のあるところで

公園や緑地整備をし、なるべく徒歩か自転車

で駅周辺にいけるように整備しその内容を魅

力として発信するのが良いと思う。 

快適で安全な生活を送るた

め、自然がもたらすやすらぎ

や心地良さを身近に感じられ

る生活環境をつくることが必

要であると考えております。

いただいたご意見はまちづく

りに当たっての今後の参考と

させていただきます。 

イ 

１０６ 相模原市は車社会に傾倒しすぎているの

で、歩道や自転車道がとにかく狭いのを改善

してほしい。相模原駅直結のペデストリアン

デッキなど使いにくすぎる。上に登ったとこ

ろで、立川駅や多摩センターのように商業施

設にたくさんアクセスできるわけでもない

し、雨をしのげる場所もない。また、国道１

６号沿いは自転車も徒歩も歩きにくい。 

・道路改良事業（Ｐ５７） ア 



 
 

１０７ NTT の作った電柱を中心にもっと規制強化

するか無電柱化してほしい。その理由は、NTT

のものはとても古く、他のものが風速４０メ

ートルまで耐えるものと異なり風速２８メー

トル程度までしか絶えない設計になっている

からだ。倒れると行動などがふさがるだけで

なく、人や施設建物の損傷につながるので、

経済的ではない。他の電柱も台風の風速が近

年強まり強いもので５５メートルなどになっ

てきているので無電柱にしてほしいが、まず

そうしたより危険な電柱に絞った対策が良い

と思う。 

本市では「相模原市無電柱

化推進計画」において、優先

整備路線を選定し、無電柱化

を推進しておりますが、優先

整備路線の選定にあたって

は、個々の電柱の状態ではな

く路線ごとに、防災性の向上、

安全・快適な通行空間の確保、

良好な景観形成の３つの観点

で評価を行っております。今

後も引き続き無電柱化を推進

してまいります。 

イ 

１０８ 礼節を重んじ、他者を思いやる心をもった

学生を育て、学生と市民全員が夢と希望を持

ち相模原の成長に協働していくために、「弓道

場、弓道を学ぶ環境」の整備を提案します。 

１）ポイントは 

・相模原市で生まれ、居住し、学び、勤労

し、高齢となった全ての市民が年齢に関係な

く、武道の精神を学ぶことで、市への愛着及

び共感を深めシビックプライドを醸成する。

武道は心身の鍛錬を通じて人格を磨き、識見

を高め、有為の人物を育成する。「礼に始まり

礼に終わる」と言われ、礼節を重んじ、他者

を思いやる心を学ぶ場である。是非、学生時

代に学びたい。武道の中でも弓道は体力の消

耗が少なく老若男女を問わずに参加できる特

徴がある。弓道は精神修養とスポーツ性を融

合しており、学生から高齢者までが弓道に参

加できる環境整備は重要である。 

・高校生、大学生が文武両道と道徳規範を

学び、市民協働を体得する。 

・ワーク・ライフ・バランスにおけるすべ

ての市民のライフ環境を整備する。 

・中山間地域対策で創出した林業を活用し

た津久井産材を建設、維持管理、エネルギー

に活用する。 

・2025 年に老朽化した市役所前体育館と併

設する弓道場閉鎖の好機に文武両道の環境を

整える。 

弓道は、子どもから高齢者

まで幅広い年齢の方が心身の

鍛錬を図ることができ、礼節

や思いやりなどの豊かな人間

性を養うことができる生涯ス

ポーツであることを認識して

おり、現在市内には相模原ギ

オンアリーナとほねごりアリ

ーナに弓道場がございます。 

新たな弓道場整備の具体的

計画はございませんが、今後

も、誰もが身近にスポーツに

親しみ、関わることができる

環境整備に取組んでまいりま

す。 
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・弓道は国際的な関心が高く特に日中両国

民が相互理解しうる文化的な資源。国際親善

に貢献。 

２）場所の提案 

学生や市民の利便性、都心から１時間の利

便性、リニアモーターカー、新幹線の利便性

を生かす場所 

・市役所前の体育館跡地 

・施策 23「橋本駅周辺地区の整備推進」「相

模原駅周辺地区の整備推進」 

・アートラボはしもと 隣接/・横山公園 隣

接/・淵野辺公園と JAXA 隣接 

３）建物とエネルギーは 

・津久井産材を活用して建設する。再生可

能エネルギーや木質バイオマスボイラーを活

用する。 

・県立武道館と同じ構造とし、体育館とは

異なり矢道上の屋根は不要。 

４）内容は 

・神奈川県、各大学、実業団、地元の協会。

他市の弓具店と協働で行う。 

・相模原市内の高校 23 校（県立高校 13）、

相模原市内の大学 3 校（桜美林大学、青山学

院大学、麻布大学）、相模原市弓道協会、相模

原市スポーツ協会、実業団が協働で武道場の

運営、維持、整備を行う。 

・相模原市役所職員の弓道経験者を募って

相模原市役所実業団チームを結成し市民の模

範を示す。さらに誘致した企業の福利厚生の

一環として実業団チームの結成を促す、 

・見学・練習・講習会・大会は外国人を含

めた市外、市内の多様な主体をターゲットに

する。 

・弓具店が相模原市には無く、弓道具の知

識を学ぶ環境に乏しい。他市の弓具店に出張

指導を委託。 

５）交通手段 

高校生、大学生、多様な主体をターゲット

にコミュニティーバスを配備する。学生の授

業時間、部活時間も配慮する。 コミュニティ



 
 

ーバスを相模原市役所、相模大野駅、相模原

駅、橋本駅、北体育館、南体育館、 

麻溝公園競技場、横山公園水泳競技場、新

設弓道場、県立高校、相模原女子高で循環さ

せる。 

６）効果 

・弓道は立禅でキーワードは「至誠」「礼節」

「仁儀礼智」「真・善・美」「不動心」を学ぶ

場。 

・心と体の健康を 10 代から 90 代の広い世

代にわたる心技体の交流と心身鍛錬でめざ

す。 

・中国及び諸外国の人々に日本の武道の精

神、技術を伝え、国際親善を推進する文化交

流拠点になる 

計画（案）の該当箇所と政策的基幹事業に

与える効果を説明します。 

＝＝＝＝ 

□ 分野横断的に取り組む重点テーマ３‗中

山間地域対策 

・津久井産材を活用して建設する。再生可

能エネルギーや木質バイオマスボイラーを活

用する、 

□ 政策２ 生涯にわたる豊かな学びの機会

をつくります 

◆施策 3‗学校教育の推進 

・中学、高校、大学生自らが共存共生社会

を実現させ、未来を切り拓く力を育成 

◆施策 4‗学校や地域における教育力の向上 

・幅広い年齢層の市民と学校が連携・協働

し子ども、高校生、大学生の成長を支える取

組を推進 

・全てのスポーツにおいて使用する道具を

大切にする事は、道具の知識を学び、理解す

ることから始まる。 

相模原市には弓道具店が無く、学生が弓道

具の知識を学ぶ環境に乏しい。他市の弓具店

に出張指導を委託する。学生の弓道練習時間

に弓道場に同席してもらい、弓道具の作り方、

取り扱いの指導を頼む。 



 
 

・相模原市役所職員の弓道経験者を募って

相模原市役所実業団チームを結成し市民の模

範を示す。 

さらに誘致した企業の福利厚生の一環とし

て実業団チームの結成を促す、 

◆施策 5‗生涯学習・社会教育の振興 

・弓道は生涯教育 

・学生から高齢者まで武道の精神、弓道の

学びを通じた絆づくり・地域づくりの促進 

□ 政策４ 健康で心豊かに暮らせる社会を

つくります 

◆施策 10‗ 健康づくりの推進 

・心と体の健康は 10 代から 90 代の世代を

超えた、心技体の交流と心身鍛錬で成し遂げ

る 

・子供達や学生は社会的・職業的経験を経

た高齢者との協働で心身の成長の支援を受け

る 

◆施策 12‗多文化共生の推進 

・国際交流事業として諸外国の人々に日本

の武道の精神、技術を伝え、交流と国際親善

を推進する 

□ 政策９ 活力と魅力あふれる都市をつく

ります 

◆施策 22‗ 安心して移動できる地域交通の

形成 

・高校授業や部活、大学部活の時間を考慮

してコミュニティーバスを相模原市役所、相

模大野駅、相模原駅、橋本駅、北体育館、南

体育館、麻溝公園競技場、横山公園水泳競技

場、新設弓道場、県立高校、相模原女子高で

循環させる。 

◆施策 23‗首都圏南西部における広域交流

拠点の形成 

・市民、県民、リニアモーターカーや新幹

線利用者が移動しやすい場所を橋本駅周辺地

区及び相模原駅周辺地区の整備推進計画の中

で立案する 

□ 政策１０ 日本の経済を牽引する多様な

産業振興 



 
 

◆施策 26 誰もが働きやすい環境の整備 

・ワークライフバランスの支援。心身の支

援として多年齢層の間のコミュニケーション

の場を提供 

□ 政策１２ 文化・スポーツに親しみ、活

力と交流が生まれる環境をつくります 

◆施策 31 スポーツの推進とスポーツを通

じた活力あふれるまちづくりの実現 

・市民大会や市長杯や学生大会、実業団大

会等の各種大会、講習会や審査会や弓具講習

会を開催" 

１０９ 「都市計画道路等整備事業」に関し、「県道

５１号(町田厚木)(南台Ⅰ工区)」の早期整備

を期待しています。現状、道路と歩道がいび

つな形になっているので早く解消していただ

けるとありがたいです。 

道路整備に必要な用地取得

にあたり、一部取得困難とな

ったため、歩道のつながりを

確保する暫定整備をしまし

た。現状においては、計画幅

員までは完成していないもの

の、ある程度歩行者の通行は

確保できていると考えていま

すが、用地取得ができた際に

は整備を行ってまいります。 

イ 

 

 

目指すまちの姿Ⅴ：環境分野 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市

の考え方」 

区分 

１１０ 相模原市には大手企業の工場が多数あるの

で、企業が排出するものに対しても何かしら

の取り組みが必要だと思う。 

市内の事業者から排出され

る廃棄物に対しては、「事業系

ごみ減量化等促進事業」等に

より、廃棄物の適正排出・減

量化にかかる啓発を実施して

おります。今後もより一層、

事業系廃棄物の削減に向けた

取り組みを進めてまいりま

す。 

イ 

１１１ 相模原市の山間地域は自然を身近に感じる

ことができ、環境問題について考えてもらう

ことが出来る。施策 34のように環境について

知ってもらえるような事業や地元の企業と協

力してSDGSの取り組みを行っている点が評価

・環境を守る担い手の育成

事業（Ｐ７３） 

ア 



 
 

できる。より環境問題について考えてもらう

ために、引き続き小学校での環境学習や津久

井産の木材を使った製品のPRを行ってもらい

たい。 

１１２ リニア車両基地を建てるにあたって周辺地

域の環境に問題がないのか。最小限に抑える

ことはしていると思うが、長い目線で見て害

がないのか明文化して欲しい。 

津久井産材の木材はもっと変える機会がある

と良い。個人で買えるもののラインナップが

少ないのが勿体無いです 

リニア中央新幹線について

は、事業者である JR 東海に

て、当該工事計画の認可申請

に先立って、環境影響評価法

に基づく手続が行われ、当該

事業の実施による環境への影

響についての予測・評価が行

われました。また、工事着手

後には、「車両基地の建設」な

ど、工区ごとに「環境保全計

画書」を作成し、公表をする

などの取組が行われているも

のと承知しおり、本市として

も、同社の環境保全に向けた

取組を注視してまいります。 

ウ 

１１３ ごみの戸別収集をしてほしい。できたらロ

ボットにやってほしい。ごみを出した人が責

任を負う排出者責任を重んじるとともに、各

地での自治会で管理し続けるのにも限界を感

じる。例えば、高齢や認知症になり、ごみの

集積所までごみを出しに行けない人が多くい

て結果としてごみ屋敷となって、放火や火の

不始末でよく火事の原因となっている。せっ

かくさがみ産業特区としてロボットのまちに

するのであれば、ロボットにごみの戸別回収

をしてもらうと良いと思っている。例えば日

本橋ではUberEatsのランチなどの配送をもう

ロボットがやっているとのことなので、仕組

みを整えたら相模原市でもできると思う。夫

婦共働きや一人暮らし、高齢者の人及び外国

語しか話せない人等多様な人がいるが、生活

リズムが違って自治会業務をやるのは負担に

感じる。ましてや少子高齢化で人口が減るの

で、どんな人でも安心して暮らせるように、

そうした業務はロボットにやってほしい。不

寛容な町ほど、住む場所として今後選ばれな

ごみ・資源の戸別収集につ

いては、ごみ出し負担の軽減、

排出責任の明確化などの効果

が期待される一方、収集作業

員や収集車両の確保、収集時

間の増大に伴い多額の経費が

必要となるなど様々な課題が

ございます。 

こうした課題を踏まえ、将来

に渡って安定的な収集運搬体

制を継続できるよう、本市に

適したごみ収集のあり方を検

討してまいります。 

 併せて、ロボット技術など

新たなテクノロジーの動向に

ついても注視してまいりま

す。 

イ 



 
 

いと思う。例えば、海老名市や大和市はもう

ごみは戸別収集されているし、東京都も戸別

収集が増えており、若い夫婦に人気である。 

 

目指すまちの姿Ⅵ：協働・行政サービス分野 

通番 意見の趣旨 「該当する取組」もしくは「市

の考え方」 

区分 

１１４ 失業手当の申請や国民年金の加入手続き、失

業認定などがオンラインでスマートフォン・

ＰＣでワンストップで完結できるシステムを

作って欲しいです。役所に行かなければなら

ないのも手間だし、待ち時間が無駄でしかな

い。役所の方、ハローワークの方が全速力で

やってくれているのは知っていますが、そも

そも足を運ばなければならない仕組みが時代

に合っていないと思います。マイナンバーカ

ードを読み取って手続き完了、くらいの手軽

さまで進めば理想的ですが、今すぐにそこま

では難しくともそういったオンラインで完結

できるシステムがあれば孤立感も軽減されて

よいのではないかと思います。 

デジタル技術の活用によ

り、行政サービスの利便性向

上を図ることは、重要である

と考えています。 

 オンライン申請等により、

窓口へ行かなくても完結する

手続きを拡充するなど、利便

性向上に向けた取組を今後も

検討していきます。 

イ 

１１５ 市外から人を呼ぶためにはさらに地道で魅力

的な広報活動が必要と考えます。 

・シティプロモーション推進

事業（Ｐ９０） 

ア 

１１６ 相模原市への誇りが増えるような施策をやっ

ていってほしい。 

都心へのアクセスもまぁまぁよく、自然にも

近く、住み良いと思っています。 

アレクサンドロスとのコラボレーションな

ど、印象に残ってる人も多いと思いますので、

そのような攻めの広報も必要かと思います。 

・シティプロモーション推進

事業（Ｐ９０） 

ア 

１１７ ゆるきゃらのさがみんが可愛いので市のPRの

ために SNS 等でもっと活躍して欲しいです。 

・シティプロモーション推進

事業（Ｐ９０） 

ア 

１１８ シティプロモーションの SNS 活用は素晴ら

しく、引き続き継続が必要と考えます。 

1 番素晴らしいのは「愛がある」というとこ

ろです。いわゆるお役所のイメージを覆し、

役所というのはこんなにも愛をもって仕事を

してのだということを知り感動しています。 

「相模原ってなんかいいよね」というイメ

ージが広がり、市内外問わずシビックプライ

・シティプロモーション推進

事業（Ｐ９０） 

ア 



 
 

ドが向上しつつあると思います。 

市民のパワーだけでなく、市外民の関心が

相模原市民の愛を深めて行けたら良いと思っ

ています。 

１１９ 多少良くなったのかもしれないが、３年前

南区から中央区に転居した際、中央区役所に

あるマイナンバーカード端末が少なく、アホ

ほど待たされた。保険証機能が追加され使用

する人も増えたら紛失や再発行をする人も増

えると思う。もう少し何とかならないか。 

各窓口状況に応じて、ＣＳ

接続用統合端末を段階的に増

設しております。 

イ 

１２０ 中央区が花手水しかやってないように見え

る。それが地域の良さにつながるように思え

ず不満です。相模原で最も中心性の弱い地域

かと思いますが、田名、上溝、淵野辺など、

それぞれの地域に個性がある、地域を盛り上

げようとしている団体がいるのに、行政側の

発信が勿体無いと思う。 

 

相模原市のシティープロモーションが不満

です。まず Twitter の運用ですが、相模原市

のことが知りたいのに、中の人の個人的な話

をする。話し方のノリが寒い、また個人のア

カウントにリプライするなどの行動に引いて

しまいました。相模原の事を知りたくて見た

のに、なんでアイドルマスターのライブ実況

のツイートを見なければならないのかなと不

快でした。 

SNS を活用するのは、中心性の弱い相模原に

は合っていると思いますが、そのフォロワー

の一体何人が相模原の人なのでしょうか。相

模原市民が置いてけぼりになっていると思い

ますし、市民にとっての情報媒体として全く

使えません。 

このアンケートも去年から数十倍のアンケ

ートが届いたと SNS で言っていましたが、増

えた件数のうち一体何人が相模原市民なのだ

ろうかと疑問です。関わりのない人に、面白

半分で SNS を見ている人に、中の人と共通の

趣味があるだけの人に、相模原市の未来に対

しての意見を求めるのは、市民として声が届

博物館等と連携を行い、マ

ンホールカードを貰いに来館

した人へ展示も見ていただく

ようインスタグラムを中心と

した広報媒体で促します。 

情報発信ツールや内容につ

いて引き続き研究する。 

津久井地域の強みを活かす

との御意見につきましては、

自然を活かした取組や情報発

信の在り方などについて引き

続き検討してまいります。 

イ 



 
 

かないと感じ悲しいです。 

また、相模原と関係のないコンテンツとの

コラボはやめて欲しいです。近隣が「聖地」

としてコンテンツのコラボをしているのに対

し、（聖蹟桜ヶ丘とシャニマスのように）そう

いった要素のないコラボレーションは「相模

原には何もない」といっているようなもんだ

と思います。アニメや漫画で盛り上げていき

たいなら、行政をあげてコンテンツを作って

いくなど本気で取り組んで欲しい（焼くなら

マグカップも、などが先行事例でしょうか） 

キャラクターが客寄せパンダになっている

ようにも思えて、キャラクターもまちも大切

にしていないと思いました。 

ガンダムマンホールも、近隣の稲城市や小

田原市に比べるとプライオリティが低いと思

います。また、ご当地マンホールは、博物館

や記念館にもらうためだけに来て、館内を見

ないで買える人をよく見かけるので、これも

対策して欲しいです。 

 

水源地としてのプロモーションをもっと頑

張って欲しいと思います。以前、なんらかの

調査で「富山県民は自分の県の水が美味しい

と思っている」という結果が出ており、これ

は、黒部ダムと知名度によるものではないか

と思います。日本で最も観光客数が多いダム

は宮ヶ瀬ダムですが、知名度はそれほどでは

ないという事なのかなと思い、観光地として

のダムの魅力が向上すれば、相模原市の抱え

る水源についての認識も向上するのではない

かと個人的には思いました。相模ダムのリニ

ューアルもありますし、今一度水源地として

の魅力を訴えても良いと思います。 

 

津久井商工会の行っていた天体観測イベン

トが定員足りず中止になっているのを昨年見

ました。「宇宙を身近に感じられるまち」とい

うコピーを今後も使っていくのなら、宇宙と

いうテーマを旧相模原市だけの財産にするの



 
 

ではなく、自然の多い津久井地域の強みも活

かしてみるのはいかがでしょうか。 

１２１ 相模原市の喫緊の課題は、行政需要の増大

に応じた財源の確保にあると思います。 

政令都市、相模原市はその矜持から自らの

知恵、勇気、才気から財源を稼ぎ出す開拓者

精神及び実行が必須、急務と思います。 

 

行政機関等匿名加工情報提供制度が開始さ

れ、相模原市でも、一昨年から政令都市とし

てこの制度が開始されております。 

但し、制度開始から日が浅く、 

〇 相模原市民に周知されているとは言い

難く、 

〇 加えて、相模原市行政区内で匿名加工

がされず、専門業者に匿名加工が委託されて

おります。 

〇 そして、お宝である、ビッグデータ、

匿名加工情報が、ただ同然の実費事務費だけ

で、一部の企業に提供されているのが実情で

す。 

 

〇 相模原市民のデータを、相模原市内の

教育機関で、データ加工も含めたデータサイ

エンスを行い、新たなデータモデル若しくは

新たなビジネスモデルにと、付加価値を付与

する。 

〇 得られたデータモデル、ビジネスモデ

ルを相模原市自らが周旋斡旋し、得られた対

価を相模原市の財源に充てる。 

このサイクルを一早く立ち上げる事が、DX

に強い相模原の責務と存じます。 

 

改めて見渡せば、相模原市はデータサイエ

ンスの桃源郷です。地域のデータサイエンス

に強い青山大学、相模原女子大。地球共生と

冠した麻布大学。アートサイエンスに特化し

た女子美術大学。 

未来工学部を創設した、北里大学。期せず

して相模原市はデータサイエンスのシリコン

行政機関等匿名加工情報提

供制度について、市民の認知

度が低いという指摘があった

ことから、市ホームページな

どによる市民周知の方法を工

夫していきたい。また、匿名

加工情報を作成できる事業者

が非常に少ないため、新たな

事業者の掘り起こしに力を入

れていきたい。 

ポイント還元キャンペーン

などのデジタルツールを用い

た事業については、いただい

たご意見を踏まえ検討してま

いります。 

イ 



 
 

バレーです。連携しない事は大きな損失です。 

 

正直なところ、行政機関等匿名加工情報だ

けでは、横浜市、川崎市、千葉市など近隣指

定都市のデータと差別化が図れず、検証デー

タ止まりの価値しかないと思われます。 

売れるデータモデル、ビジネスモデルは、

地域のオリジナル活動のデータと組み合わせ

ることで得られます。 

幸い、相模原市はイベント性の強いキャン

ペーンが多く、これらイベントデータを行政

保有データと組み合わせる事で、より高付加

価値を有したデータモデル、ビジネスモデル

が得られ、他の自治体、民間企業に訴求でき

ます。 

例えば、相模原市が共に実施している、「ポ

イント還元キャンペーン」と「相模原お店大

賞」を受賞店でのポイント還元率をより高く

設定する仕掛けで、地域内消費、経済循環の

傾向がデータとして得られます。 

同種のポイント還元キャンペーンを行って

いる、自治体に新たなビジネスモデルとして

提供でき、コンサルタントとして口銭が稼げ

ます。お店大賞編、相模大野もんじぇ祭り編

とバージョンアップも望めます。 

 

以上、構想を机上で申し上げる事は易しく、

実行は困難と存じますが、一歩を踏み出す勇

気は、政令都市、相模原市の矜持と信じます。 

 

 


